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東
ト
ڠ
、通
常
૯
ձ
・
࠙
਌
ձ
དྷ
ෂ
あ
い
さ
つ

東
ト
ڠ
、̔
・̕
年
౓
支
部
長
一
ཡ

東
ژ
౎
・
ߐ
ށ
઒
区
合
同
๷
ࡂ
܇
࿅
に
ࢀ
加

཮
ࡂ
๷
東
ژ
౎
支
部
ձ
が
通
常
૯
ձ
を
開
࠵

全
ト
ڠ
、第
１
̌
３
回
通
常
૯
ձ
を
開
࠵

̎̐̑̒̓

ձ
員
の
օ
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
͝
ଟ
๩
の
と
こ

ろ
ྩ
࿨
̔
年
౓
通
常
૯
ձ
に

͝
出
੮
い
た
だ
き
ま
し
て
、

੣
に
あ
り
が
と
う
͝
ざ
い
ま

す
。さ

て
、
当
ڠ
ձ
が
実
施
し

ま
し
た
昨
年
౓
の
事
業
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
ド
ラ
イ

バ
ー
フ
Ỹ
ー
ス
ト
の
観
点
か

ら
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

の
҆
全
と
݈
߁
の
確
保

に
主
؟
を
置
い
て
、
ձ

員
α
ー
ビ
ス
の
֦
充
を

し
、
ձ
員
の
օ
さ
ま
に
最
新

か
つ
有
ӹ
な
情
報
を
ఏ
供
す

る
こ
と
に
౒
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
対
面
で

実
施
し
て
い
た
ॳ
೚
運
転
者

特
ผ
ߨ
श
に
つ
き
、
受
ߨ
者

の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

̚
ラ
ー
ニ
ン
ά
で
受
ߨ
で
き

る
؀
ڥ
を
新
た
に
整
備
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転

者
に
よ
る
݈
߁
ى
因
事
故
の

ະ
然
๷
止
に
は
、
定
期
݈
߁

਍
断
の
受
਍
率
の
向
上
が
有

ޮ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
਍

費
用
の
ॿ
੒
ֹ
を
増
ֹ
す
る

と
と
も
に
、
業
務
લ
ࣗ
動
点

ݺ
の
ղ
禁
に
対
応
す
る
た

め
、
ࣗ
動
点
ݺ
機
ث
の
ಋ
入

に
対
す
る
ॿ
੒
を
֦
大
い
た

し
ま
し
た
。

加
え
て
、
ձ
員
の
օ
さ
ま

の
経
Ӧ
҆
定
化
を
ਤ
る
た

め
、
東
ژ
౎
に
対
し
て
、
೩

料
費
ෛ
担
の
ܰ
ݮ
に
܎
る
ิ

ॿ
੍
౓
を
要
੥
し
た
と
こ

ろ
、
運
輸
事
業
者
向
け
の
೩

料
費
高
ಅ
ۓ
急
対
ࡦ
事
業
支

ԉ
金
の
交
付
が
継
続
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ト
ラ
ッ
ク
フ

ェ
ス
タ
や
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
、「
ト
ラ
ッ
ク

の
日
」
ࣇ
ಐ
ֆ
ը
࡞
品

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
ڠ

ձ
の
中
֩
的
な
行
事
の

実
施
を
通
じ
て
、
当
ڠ
ձ
が

取
り
૊
Ή
交
通
҆
全
׆
動
や

؀
ڥ
保
ޢ
対
ࡦ
を
業
ք
内
֎

に
広
く
周
知
し
た
と
こ
ろ
で

す
。ト

ラ
ッ
ク
輸
送
は
、
国
内

貨
物
輸
送
の
約
̕
割
を
઎
め

行
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
物

ྲྀ
関
܎
法
ྩ
の
改
正

や
੒
ཱ
に
伴
い
、
物

ྲྀ
改
正
法
や
ト
ラ
ッ

ク
適
正
化
ೋ
法
に
関

す
る
ݚ
म
ձ
を
開
࠵

๯
಄
、
水
໺
功
ձ
長
は
、

૊
৫
基
൫
を
よ
り
ڧ
ݻ
に

し
、
ڠ
ձ
が
一
ؙ
と
な
っ
て

物
ྲྀ
を
取
り
ר
く
ॾ
課
題
に

取
り
૊
ん
で
い
く
考
え
を
示

し
た（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）。
ま
た
、

ձ
員
事
業
者
の
関
৺
が
高
い

適
正
化
ೋ
法
の
う
ち
、
適
正

原
価
と
ڐ
可
更
新
੍
౓
に
つ

い
て
も
ݴ
ٴ
。
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
ձ
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化

ೋ
法
対
ࡦ
ҕ
員
ձ
の
ҕ
員
と

し
て
、
国
土
交
通
省
と
の
৹

ٞ
状
況
を
説
明
し
、「
ೋ
次

下
੥
ま
で
に
੍
限
さ
れ
る
新

੍
౓
の
中
で
も
、
適
正
原
価

が
確
保
さ
れ
る
࢓
૊
み
が
必

要
と
の
意
見
を
఻
え
て
お

り
、
現
在
検
౼
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
ձ
員
の
օ
さ
ま
が

対
応
で
き
る
よ
う
、
最
新
の

情
報
を
఻
え
て
い
き

た
い
」と
ड़
べ
た
。

こ
の
後
、
ٞ
長
બ

出
に
続
い
て
ٞ
事
に

入
り
、
̓
年
౓
収
支

決
ࢉ
お
よ
ͼ
公
ӹ
目

的
支
出
ܭ
ը
実
施
報

告
書
に
つ
い
て
৹
ٞ

し
、
原
Ҋ
通
り
ঝ
認

し
た
。
̓
年
౓
の
経

常
収
ӹ
は
約
�0
ԯ
̔

̓
１
̑
万
６
̌
̌
̌

円
、
経
常
費
用
は
約
1�
ԯ
３

３
̌
̓
万
３
̌
̌
̌
円
で
、

当
期
経
常
収
支
差
ֹ
は
約
２

ԯ
̑
̐
̌
̔
万
̐
̌
̌
̌
円

の
ࠇ
ࣈ
を
ܭ
上
し
た
。

໾
員
改
બ
で
は
、
理
事
��

氏（
員
֎
を
含
Ή
）と
監
事

̐
氏
を
બ
೚
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
஛
内
੓
࢘
෭
ձ
長
、

福
本
উ
由・܂
原
豊
྆
監
事
、

本
部
の
ٶ
৓
ढ़
໻
常
務
理
事

が
退
೚
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
報
告
事
項
で

は
、
̓
年
౓
事
業
報
告
、
̔

年
౓
事
業
ܭ
ը
、
ձ
費
の
ֹ

東
ژ
౎
は
６
月
�0
日
、
ྩ

࿨
̔
年
౓「
貨
物
輸
送
評
価

੍
౓
」
の
評
価
取
得
事
業
者

を
公
表
し
た
。
今
年
౓
の
評

価
取
得
事
業
者
は
̐

̌
̑
社（
三
つ
੕
��

社
・
ೋ
つ
੕
１
̔
２

社
・
一
つ
੕
１
̑
̌

社
）で
、
લ
年
౓
よ

東
ژ
౎
は

６
月
�0
日
か

ら
、「
東
ژ
౎

運
輸
事
業
者

向
け
೩
料
費

高
ಅ
ۓ
急
対

ࡦ
事
業
」
の

支
ԉ
金
ਃ
੥

受
付
を
開
࢝

し
た
。
ྩ
࿨

̐
Ỗ
̓
年
౓

に
引
き
続
き
、
೩
料
価
格
の

高
ಅ
・
高
止
ま
り
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
い
る
中
小
貨

物
運
送
事
業
者
な
ど
を
支
ԉ

す
る
も
の
で
、
ਃ
੥
受
付
は

̔
月
�1
日
ま
で
。

支
ԉ
金
は
、
౎
内
ナ
ン
バ

ー
の
事
業
用
ं
（྆
྘
ナ
ン

バ
ー
・
ࠇ
ナ
ン
バ
ー
）を
対

象
に
、１
୆
当
た
り
定
（ֹ
྘

ナ
ン
バ
ー
２
万

３
̌
̌
̌
円
、

ࠇ
ナ
ン
バ
ー
̔

̌
̌
̌
円
）を

お
よ
ͼ
ೲ
入
方
法
、
同
収
支

༧
ࢉ
に
つ
い
て
報
告
し
、
ྃ

ঝ
し
た
。

૯
ձ
で
は
ٞ
事
ऴ
ྃ
後
、

関
東
運
輸
局
の
౻
ా
ྱ
子
局

長
、
東
ژ
౎
౎
ࢢ
整
備
局
の

横
ࢁ
正
඙
次
長
、
ܯ
ࢹ
ி
交

通
部
の
ԕ
౻
顕
࢙
部
長
、
東

ژ
労
働
局
の
増
ా
࢚
࿠
局

り
３
社
増
加
し
た
。

こ
の
う
ち
、
東
ト
ڠ
の
ձ

員
事
業
者
は
３
̐
̌
社
で
全

体
の
��
・
̌
％
を
઎
め
、
こ

の
う
ち
ά
リ
ー
ン
・
Τ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
̜
̚
̥
）
ࢀ

加
事
業
者
は
３
２
̕
社
と
、

ձ
員
の
評
価
取
得
事
業
者
の

��
・
̔
％
に
上
っ
た
。

ま
た
、
౎
は
10
年
連
続
で

評
価
を
取
得
し
た
༏
ल
事
業

者
��
社（
う
ち
、
特
に
高
い

評
価
を
継
続
し
た
最
༏
ल
事

業
者
̐
社
）と
、
̑
年
連
続

で
評
価
を
取
得
し
た
༏
ल
事

業
者
��
社（
同
６
社
）も
公

表
し
た
。

交
付
す
る
。

対
象
事
業
者
の
要
件
は
、

①
̔
年
１
月
１
日
ま
で
に
一

般
貨
物
ࣗ
動
ं
運
送
事
業
、

特
定
貨
物
ࣗ
動
ं
運
送
事

業
、
ま
た
は
貨
物
ܰ
ࣗ
動
ं

運
送
事
業
の
い
ず
れ
か
の
ڐ

可
を
受
け
て
い
る
こ
と
・
ಧ

出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
②

౎
内
に
Ӧ
業
ڌ
点
を
有
す

る
、
中
小
企
業
基
本
法
に
規

定
す
る
中
小
貨
物
運
送
事
業

者
で
あ
る
こ
と
、
③
̔
年
６

月
�0
日
時
点
で
事
業
を
継
続

し
て
お
り
、
引
き
続
き
事
業

継
続
の
意
向
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、ं
྆
要
件
と
し
て
、

①
化
ੴ
೩
料
を
࢖
用
し
て
ࣗ

ら
૸
行
す
る
ࣗ
動
（ं
ೋ
ྠ

の
ࣗ
動
ं
を
আ
く
）で
あ
る

こ
と
、
②
̔
年
１
月
１
日
ま

て
い
ま
す
が
、
そ
の
担
い
手

で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
大
半
が
中
小
企
業
で
あ

り
、
ݸ
ʑ
の
事
業
者
が
୯
独

で
で
き
る
こ
と
に
は
、
お
の

ず
と
限
ք
が
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の

ձ
員
の
օ
さ
ま
に
対
す
る
高

品
質
な
α
ー
ビ
ス
の
ఏ
供

と
、
新
た
な
ձ
員
の
֫
得
に

よ
っ
て
、
૊
৫
基
൫
を
よ
り

ڧ
ݻ
な
も
の
に
し
、
ڠ
ձ
が

一
ؙ
と
な
っ
て
、
物
ྲྀ
の
ॾ

課
題
に
対
ॲ
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
͝
ڠ
力
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

で
に
東
ژ
運
輸
支
局
な
ど
で

ं
྆
の
ొ
࿥
・
検
査
な
ど
を

受
け
、
ࣗ
動
ं
検
査
ূ
の
有

ޮ
期
間
ຬ
ྃ
日
が
同
日
以
߱

で
あ
る
こ
と
、
③
対
象
事
業

者
が
ॴ
有
ま
た
は
リ
ー
ス
し

て
い
る
ࣗ
動
ं
で
あ
る
こ

と
。ਃ

੥
は
、
༣
送
ま
た
は
ઐ

用
ポ
ー
タ
ル
α
イ
ト
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
ਃ
੥
で
受
け
付

け
る
。
ਃ
੥
書
ྨ
や
ਃ
੥
方

法
な
ど
の
ৄ
ࡉ
は
、「
ྩ
࿨

̔
年
౓
東
ژ
౎
運
輸
事
業
者

向
け
೩
料
費
高
ಅ
ۓ
急
対
ࡦ

事
業
支
ԉ
金
ポ
ー
タ
ル
α
イ

ト
」
ま
た
は
౎
ࢢ
整
備
局
ホ

ー
ム
ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
照
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ژ

౎
運
輸
事
業
者
向
け
೩
料
費

高
ಅ
ۓ
急
対
ࡦ
事
業
支
ԉ
金

事
務
局（
ὸ
0�
・
６

̓
̐
・̓̐
̐
̕
̐
）

受
付
時
間
：
平
日
ޕ

લ
̕
時
Ỗ
ޕ
後
６
時

同
੍
౓
は
、
౎
が
ࣗ
動
ं

か
ら
ഉ
出
さ
れ
る
̘
̤
２
࡟

ݮ
を
推
進
す
る
た
め
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
貨
物
ࣗ
動

ं
運
送
事
業
者（
྘
ナ
ン
バ

ー
・
ࠇ
ナ
ン
バ
ー
事
業
者
）

に
よ
る
、
Τ
コ
ド
ラ
イ
ϒ
な

ど
日
常
的
な
取
り
૊
み
を
実

૸
行
೩
費
で
評
価
す
る
も

の
。全
保
有
ं
྆
を
対
象
に
、

ं
྆
区
෼
͝
と
に
ࢉ
出
し
た

実
૸
行
೩
費
の
ภ
差
஋
に
基

づ
き
、
三
つ
੕
か
ら
一
つ
੕

ま
で
の
３
ஈ
֊
で
評
価
し
て

い
る
。

な
お
、
東
ト
ڠ
は
̜
̚
̥

ࢀ
加
事
業
者
を
対
象
に「
東

ژ
౎
貨
物
輸
送
評
価
੍
౓
η

レ
Ϟ
ニ
ー
」を
̓
月
下
०
ࠒ
、

開
࠵
す
る
༧
定
。

国
土
交
通
省
は
̓
月

1�
日
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
ೋ
法
に
お
け
る「
適

正
原
価
」
に
つ
い
て
ڠ
ٞ
す

る
有
ࣝ
者
検
౼
ձ
を
設
置
す

る
。国
交・

経
ࡁ
࢈

業
・
೶
ྛ

水
࢈
の
各

省
を
は
じ
め
関
܎
省
ி
と
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
、
労

働
૊
合
、
ՙ
主
ஂ
体
、
経
ࡁ

ஂ
体
、ֶ
ࣝ
者
な
ど
で
構
੒
。

業
ք
の
代
表
と
し
て
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
か
ら
は
ࣉ
Ԭ

༸
一
ձ
長
と
അ
౉
խ
හ
෭
ձ

長
が
ࢀ
ը
す
る
。

東
ト
ڠ
ྩ
࿨
̔
年
౓
通
常

૯
ձ
に
དྷ
ෂ
と
し
て
出
੮

し
た
ࣉ
Ԭ

ձ
長
は
、

「
ձ
ٞ
は

ア
΢
ェ
ー

な
状
態
で
ス
タ
ー
ト
し
そ
う

だ
が
、
զ
ʑ
の
理
૝
に
近
い

適
正
原
価
に
ಋ
い
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
の
中
で
ड़

べ
た
。

長
、
全
ト
ڠ
の
ࣉ
Ԭ
༸
一
ձ

長
が
དྷ
ෂ
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

続
い
て
、
૯
ձ
後
に
開
࠵
し

た
࠙
਌
ձ
に
は
東
ژ
౎
の
小

池
百
合
子
知
事
、
国
交
省
の

加
౻
ཽ
঵
੓
務
׭
が
དྷ
ෂ
と

し
て
出
੮
し
、
あ
い
さ
つ
し

た（
̎
໘
ࢀ
র
）。

ਫ໺会௕

７
೥
度
ऩ
ࢧ
ܾ
ࢉ
ͳ
Ͳ
ঝ
ೝ

̔ɾ̕೥౓໾һΛબ೚

υ
ϥ
Π
ό
ồ

ϑ
Ỹ
ồ
ε
τ

औ
Γ
૊
Έ
ܧ
ଓ
へ

ʢཁ໿ʣ

దਖ਼Խೋ๏΁のରԠࢧԉਫ
໺
ձ
௕

૯
ձ
͋
͍
͞
ͭ

ద
ਖ਼
ݪ
Ձ
Λ
ݕ
౼
へ

༗
ࣝ
ऀ
ݕ
౼
ձ
ઃ
ஔ

国交省

̔೥౓

通
常
総
会

౦
τ
ڠ

౦
ژ
౎
ト
ラ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձ
͸
６
月
��

日
、ઍ
୅
ా
۠
の
ఇ
ࠃ
ϗ
ς
ル
౦
ژ
Ͱ

ྩ
࿨
̔
年
౓
௨
ৗ
૯
ձ
を
։
࠵
͠
、̓

年
౓
ऩ
ࢧ
ܾ
ࢉ
ͳ
Ͳ
を
৹
ٞ
・
ঝ
ೝ
す

る
ͱ
ͱ
΋
に
、೚
期
ຬ
ྃ
に
൐
͏
໾
һ

改
બ
を
行
͍
、̔
・
̕
年
౓
の
理
ࣄ
・

؂
ࣄ
を
બ
೚
͠
た
。
̓
月
̔
日
։
࠵
の

̔
年
౓
ୈ
２
ճ
理
ࣄ
ձ
Ͱ
、ਫ
໺
ޭ
ࢯ

ớ
ձ
௕
Ờを
ձ
௕
に
બ
ఆ
͠
、２
期
໨
の

ࣥ
行
෦
を
ൃ
଍
さ
ͤ
た
。

౦ ژ ౎
ӡ༌事業者͚޲೩ྉඅߴಅ
ԉۚࢧ事業ࡦରٸۓ

８
೥
１
Ỗ
̒
月
෼
Λ
ର
৅

８
月
��
日
ま
で
ਃ
੥
ड
෇

՟
෺
༌
ૹ
ධ
Ձ
੍
౓

౦
ژ
౎

̔
೥
౓

౦τڠձһ͸̏̐̌ࣾ
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東
ژ
౎
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
は

６
月
��
日
、
ྩ
࿨
̔
年
౓
通

常
૯
ձ
に
続
い
て
࠙
਌
ձ
を

開
࠵
し
、
ձ
員
事
業
者
を
は

じ
め
、
業
ք
関
܎
ஂ
体
・
੓

׭
ք
か
ら
ଟ
数
の
དྷ
ෂ
が
出

੮
し
た
。

開
ձ
の
あ
い
さ
つ
に
ཱ
っ

た
水
໺
功
ձ
長
は
、「
物
ྲྀ

の
２
̌
２
̐
年
問
題
を
契
機

に
、
物
ྲྀ
関
連
法
の
整
備
や

ՙ
主
企
業
の
物
ྲྀ
に
対
す
る

意
ࣝ
改
ֵ
が
進

み
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
を
経
Ӧ
戦

ུ
上
の
ॏ
要
課

題
と
Ґ
置
付
け

る
動
き
が
広
が

っ
て
い
る
」
と

説
明
。
ま
た
、

全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
ձ
の
ࣉ
Ԭ

༸
一
ձ
長
や
、

ࡔ
本
ࠀ
ݾ
最
高

ސ
問
ら
関
܎
者

の
ਚ
力
に
加

࠙
਌
ձ
で
は

དྷ
ෂ
を
代
表
し

て
、
東
ژ
౎
の

小
池
百
合
子
知

事
が
ొ
壇
し
、

通
常
૯
ձ
開
࠵

を
ॕ
福
す
る
と

̔
年
౓
通
常

૯
ձ
で
は
ٞ
事

ऴ
ྃ
後
、
関
܎

行
੓
の
དྷ
ෂ
各

氏
が
ॕ
ࣙ
を
ड़

べ
た
。

ま
ず
、
関
東

と
も
に
、
ؠ
手
ݝ
や
෋
࢜
ࢁ

周
辺
で
相
次
い
だ
஍
਒
に
৮

れ
、
ࡂ
֐
時
に
ਝ
଎
な
ٹ
ԉ

物
ࢿ
輸
送
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
ձ
・
事
業
者
に
ँ
意
を
示

し
た
。

ま
た
、
中
東
情
勢
は
不
҆

定
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、

༉
価
へ
の
直
઀
の
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
も
経
Ӧ
へ
の
҆
定
的
な

支
ԉ
と
ਓ
ࡐ
確
保

と
い
う
大
き
な
問

題
に
つ
い
て
ݴ
ٴ

し
、
౎
の
第
２
回

定
例
ձ
に
お
い
て
、
૯
ֹ
̑

̐
２
ԯ
円
の
ิ
正
༧
ࢉ
を
ఏ

出
し
た
こ
と
を
報
告
。
೩
料

費
高
ಅ
ۓ
急
対
ࡦ
事
業
支
ԉ

給
不
҆
を
受
け
、「
೩
料
༉

や
Τ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の

確
保
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

事
Ҋ
が
あ
れ
ば
、
情
報
ఏ
供

し
て
ほ
し
い
」
と
ݺ
ͼ
か
け

る
と
と
も
に
、
価
格
転
嫁
の

ప
底
に
つ
い
て
も
公
正
取
引

ҕ
員
ձ
や
経
ࡁ
࢈
業
局
と
連

ܞ
し
て
取
り
૊
Ή
考
え
を
示

し
た
。
あ
わ
せ
て
、
東
ト
ڠ

金
の
支
給
期
間
Ԇ
長
な
ど
、

事
業
者
支
ԉ
を
継
続
す
る
と

説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
ौ
滞
対
ࡦ
や
物

ྲྀ
施
ࡦ
に
つ
い
て
、
業
ք
と

連
ܞ
し
て
円
׈
な
物
ྲྀ
の
確

保
に
取
り
૊
Ή
方
਑
を
示

し
、「
࣋
続
可
能
な
物
ྲྀ
の

が
࡞
੒
し
た
ՙ
主
施
設
で
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の
ト
イ
レ
利
用

促
進
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
、「
労

働
؀
ڥ
改
善
だ
け
で
な
く
、

҆
全
に
直
結
す
る
大
事
な
取

り
૊
み
」
と
評
価
し
、
同
局

と
し
て
も
ී
ٴ
を
後
ԡ
し
し

て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

続
い
て
、
東
ژ
౎
౎
ࢢ
整

備
局
の
横
ࢁ
正
඙
次
長
は
、

ձ
員
事
業
者
の
日
ࠒ
の
ਚ
力

に
ँ
意
を
示
す
と
と
も
に
、

౎
の
૯
合
๷
ࡂ
܇
࿅
へ
の
ࢀ

加
や
ࡂ
֐
時
の
ं
྆
供
給
・

物
ࢿ
輸
送
な
ど
、
ඇ
常
時
の

ڠ
力
に
も
感
ँ
を
ड़
べ
た
。

ま
た
、
೩
料
価
格
の
高
止

ま
り
な
ど
物
ྲྀ
業
ք
を
取
り

ר
く
ݫ
し
い
経
Ӧ
؀
ڥ
に
৮

れ
、
こ
れ
に
対
し
、
౎
は
೩

料
費
高
ಅ
ۓ
急
対
ࡦ
事
業
支

ԉ
金
の
支
給
期
間
Ԇ
長
の
ほ

か
、
ಓ
࿏
ネ
ッ
ト
ϫ
ー
ク
整

備
、
再
配
ୡ
࡟
ݮ
、
ՙ
さ
ば

き
ற
ं
施
設
の
確
保
、
生
࢈

性
向
上
に
向
け
た
支
ԉ
を
進

め
て
い
る
と
説
明
。「
今
後

も
ト
ラ
ッ
ク
業
ք
と
連
ܞ

し
、
ट
౎
東
ژ
の
物
ྲྀ
機
能

を
支
え
て
い
く
た
め
全
力
で

実
現
に
向
け
、
と
も
に
力
を

ਚ
く
し
て
い
き
ま
し
Ỷ
う
」

と
ݺ
ͼ
か
け
た
。

国
土
交
通
大
ਉ
੓
務
׭

の
加
౻
ཽ
঵
氏

は
、
物
ྲྀ
業
ք
を

८
る
੍
౓
改
正
に

つ
い
て
、
改
正
貨

物
ࣗ
動
ं
運
送
事
業
法
の
施

行
に
よ
り
、
大
手
ՙ
主
な
ど

へ
の
中
・
長
期
ܭ
ը
の
࡞
੒

や
物
ྲྀ
౷
ׅ
؅
理
者
の
બ
೚

取
り
૊
Ή
」と
ड़
べ
た
。

ܯ
ࢹ
ி
交
通
部
の
ԕ
౻
顕

࢙
交
通
部
長
は
、
౎
内
の
交

通
事
故
ࢮ
者
数
が
લ
年
同
期

を
下
回
る
一
方
、
事
業
用
貨

物
ं
が
関
与
す
る
事
故
は
લ

年
同
期
を
上
回
り
、
そ
の
約

６
割
を
ී
通
・
ܰ
貨
物
ं
が

઎
め
て
い
る
と
説
明
。「
ト

ラ
ッ
ク
事
故
は
追
ಥ
や
出
合

い
಄
の
事
故
が
ଟ
く
、
ͻ
と

た
ͼ
発
生
す
る
と
ॏ
大
化
し

や
す
い
」
と
指
ఠ
し
た
。
そ

の
上
で
、
҆
全
輸
送
の
確
保

と
交
通
事
故
཈
止
に
౒
め
る

と
と
も
に
、
貨
物
運
送
事
業

に
ܞ
わ
る
ਓ
た
ち
へ
の
交
通

҆
全
意
ࣝ
の
さ
ら
な
る
ਁ
ಁ

を
求
め
た
。

東
ژ
労
働
局
の
増
ా
࢚
࿠

局
長
は
、
働
き
方
改
ֵ
や
労

働
ࡂ
֐
๷
止
へ
の
取
り
૊

み
を
説
明
し
、
ՙ
待
ち
時
間

の
短
ॖ
に
向
け
た
ՙ
主
対
ࡦ

や
、
新
設
さ
れ
た「
取
引
؀

ڥ
改
善
コ
ー
ス
」
な
ど
、
各

種
ॿ
੒
金
の
׆
用
を
ݺ
ͼ
か

け
た
。
ま
た
、
཮
上
貨
物
運

送
事
業
の
労
働
ࡂ
֐
は
ݮ
少

傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
動
࡞

の
反
動
や
௢
མ
・
転
౗
ࡂ
֐

は
依
然
ଟ
い
と
し
、
高
年
ྸ

労
働
者
の
労
ࡂ
๷
止
対
ࡦ
や

Τ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ิ
ॿ

金
の
׆
用
を
促
し
、「
労
ࡂ

ԉ
を
要
੥
す
る
と
と
も
に
、

「
ձ
員
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

へ
進
め
る
よ
う
、
と
も
に
取

り
૊
ん
で
い
き
た
い
」
と
ڠ

力
を
ݺ
ͼ
か
け
た
。

続
い
て
、
஛
内
੓
࢘
෭
ձ

長
は
ס
ഋ
の
あ
い
さ
つ
で
、

૯
ձ
で
全
ٞ
Ҋ
が
ঝ
認
さ
れ

た
こ
と
に
感
ँ
し
た
。
今
期

で
෭
ձ
長
を
退
೚
す
る
に
当

た
り
、
ڠ
ձ
׆
動
に
ܞ

わ
っ
て
き
た
ࣗ
਎
の
長

年
の
経
験
を
踏
ま
え
、

「
དྷ
ෂ
の
օ
さ
ま
や
ձ

員
が
一
க
ஂ
結
し
て
水
໺
ձ

長
を
支
え
れ
ば
、
明
る
い
ະ

དྷ
が
必
ず
開
け
る
」と
ड़
べ
、

ձ
員
各
社
の
発
展
と
ڠ
ձ
の

さ
ら
な
る
ඈ
༂
を
ف
೦
し
て

ס
ഋ
し
׻、
談
に
Ҡ
っ
た
。

最
後
に
、
原
島
౻
ᆹ
෭
ձ

長
が
ด
ձ
の
あ
い
さ
つ
を

し
、
࠙
਌
ձ
を
締
め
く
く
っ

た
。

が
ٛ
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
を

説
明
。
ま
た
、
̐
月
か
ら
一

部
施
行
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
適

正
化
ೋ
法
に
よ
り
、
ന
ト
ラ

利
用
や
違
法
な
運
送
依
པ
へ

の
取
り
締
ま
り
、
再
ҕ
託
回

数
の
੍
限
な
ど
、
取
引
؀
ڥ

の
適
正
化
を
進
め
て
い
る
と

し
、
ྩ
࿨
10
年
༧
定
の
全
面

施
行
に
向
け
、
੍
౓
の
検
౼

を
継
続
し
て
い
く
考
え
も
示

し
た
。

あ
わ
せ
て
、
運
輸
事
業
振

ڵ
ॿ
੒
交
付
金
の
̑
年
間
Ԇ

長
に
つ
い
て
、
有
ޮ
׆
用
を

ݺ
ͼ
か
け
る
と
と
も
に
、
೩

料
価
格
が
高
ಅ
す
る
中
、
ޮ

率
的
な
輸
送
や
Τ
コ
ド
ラ
イ

ϒ
の
推
進
に
期
待
を
د
せ
、

「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ॲ
遇
改
善

や
物
ྲྀ
の
ޮ
率
化
、
取
引
؀

ڥ
の
適
正
化
に
全
力
で
取
り

૊
ん
で
い
く
」と
ڧ
調
し
た
。

の
一
૚
の
ݮ
少
に
向
け
、
引

き
続
き
ڠ
力
を
お
ئ
い
し
た

い
」と
ड़
べ
た
。

最
後
に
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
ձ
の
ࣉ
Ԭ
༸
一
ձ
長
が

ొ
壇
し
、
中
東
情
勢
を
踏
ま

え
た
೩
料
供
給
や
価
格
の
҆

定
化
に
向
け
た
੓
෎
の
支
ԉ

に
ँ
意
を
示
し
た
上
で
、「
今

年
は
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法

へ
の
対
応
が
最
ॏ
要
課
題
」

と
ڧ
調
。
適
正
原
価
の
੍
౓

化
に
向
け
た
有
ࣝ
者
ձ
ٞ
で

国
や
関
܎
ஂ
体
と
連
ܞ
し
、

物
ྲྀ
を
支
え
る
Τ
ッ
η
ン
シ

Ỿ
ル
ϫ
ー
カ
ー
に
;
さ
わ
し

い
、
適
正
な
運
賃
・
原
価
の

実
現
を
目
指
す
考
え
を
示
し

た
。
結
ͼ
に
、
東
ト
ڠ
に
対

し
、
引
き
続
き
全
ト
ڠ
へ
の

支
ԉ
と
ڠ
力
を
ݺ
ͼ
か
け

た
。

え
、
国
ձ
ٞ
員
や
行
੓
の
後

ԡ
し
に
よ
り
、
約
２
年
半
で

ٞ
員
ཱ
法
に
よ
る
３
つ
の
法

཯
が
੒
ཱ
し
た
こ
と
に
ँ
意

を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
は
҆
全
・
確
実

な
輸
送
を
担
う
社
ձ
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
ॏ
要
な
໾
割
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
ڧ
調
。
ਓ
口
ݮ
少

や
೩
料
価
格
の
高
ಅ
な
ど
、

業
ք
を
取
り
ר
く
؀
ڥ
は
ݫ

し
さ
を
増
し
て
い
る
と
し
、

適
正
運
賃
・
料
金
を
確
実
に

収
受
で
き
る
、
取
引
؀
ڥ
の

整
備
に
向
け
た
継
続
的
な
支

運
輸
局
の
౻
ా
ྱ
子
局
長
が

ొ
壇
し
、
中
東
情
勢
の
影
響

に
よ
る
೩
料
価
格
高
ಅ
や
供ԣࢯࢁ

খ஑஌ࣄ ਫ໺会௕
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事
業
者
の
中
に
は
、「
適

正
原
価
」
に
期
待
を
د
せ
る

੠
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
理

由
を
ฉ
く
と
、「
適
正
原
価
」

が
で
き
る
だ
け
高
く
設
定
さ

れ
れ
ば
、
ՙ
主
と
の
運
賃
交

渉
を
進
め
や
す
く
な
る
と
い

う
考
え
の
よ
う
だ
。し
か
し
、

本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。

現
在
で
も「
標
準
的
運
賃
」

が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
小

企
業
ி
の「
価
格
交
渉
促
進

月
間（
２
̌
２
６
年
３
月
）

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
」
に

よ
る
と
、
業
種
ผ
の
コ
ス
ト

転
嫁
状
況
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
は
��
Ґ
と
௿
Ґ
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。「
標
準
的

運
賃
」
は
本
དྷ
、
実
運
送
事

業
者
が
収
受
す
べ
き
運
賃
水

準
を
示
し
た
も
の
だ
が
、
実

「
適
正
原
価
」
以
下
に
཈
え

ら
れ
る
事
業
者
は
、「
適
正

原
価
」
を
下
回
ら
な
い
運
賃

を
収
受
す
る
だ
け
で
利
ӹ
を

確
保
で
き
る
。

結
局
、
ࠇ
ࣈ
経
Ӧ
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
生
࢈
性
の

向
上
が
必
要
条
件
と
な
る
。

「
適
正
原
価
」
に
੝
り
込
ま

れ
る
、「
全
࢈
業
平
均
賃
金

を
踏
ま
え
た
ਓ
件
費
」
を
࡟

る
こ
と
で
利
ӹ
を
確
保
し
て

い
た
ै
དྷ
型
の
経
Ӧ
か
ら
୤

٫
し
、
ޮ
率
化
や
付
加
価
஋

の
向
上
に
よ
っ
て
利
ӹ
を
生

み
出
す
経
Ӧ
へ
転
換
す
る
こ

と
が
、「
物
ྲྀ
の
２
̌
２
̐

年
問
題
」
を
踏
ま
え
た
一
連

の
法
改
正
の
ૂ
い
で
も
あ

る
。「
適
正
原
価
」
は
、
そ
の

実
現
を
後
ԡ
し
す
る
੍
౓
の

一
つ
と
い
え
る
。

（
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ

৿
ా
෋
࢜
෉
）

際
の
コ
ス
ト
転
嫁
の
交
渉
で

は
े
෼
な
転
嫁
が
で
き
て
い

な
い
。

ほ
と
ん
ど
の
業
種
で
は
、

価
格
が
法
的
に
決
め
ら
れ
て

は
い
な
い
。
価
格
は
ࢢ
場
で

決
ま
る
ࣗ
由
価
格
で
あ
る
。

一
方
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に

は
事
業
法
に
基
づ
く「
標
準

的
運
賃
」
が
示
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ଟ
く
の

ࣗ
由
価
格
の
業
種
よ
り
も
価

格
転
嫁
が
進
ん
で
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え

る
と
、
ՙ
主
と
の
交
渉
が
有

利
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
、「
適
正
原
価
」を
で
き
る

だ
け
高
く
設
定
し
て
ほ
し
い

と
๬
Ή
੠
に
は
、
ջ
ٙ
的
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。「
標

準
的
運
賃
」が「
適
正
原
価
」

に
下
回
ら
な
い
こ
と
」
が
ٛ

務
化
さ
れ
て
も
、
現
状
の
運

賃
水
準
で
は「
適
正
原
価
」

を
継
続
的
に
下
回
ら
な
い
運

賃
を
収
受
す
る
こ
と
ࣗ
体
が

೉
し
い
と
考
え
て
い
る
か
ら

だ
。
そ
の
よ
う
な
事
業
者
に

と
っ
て
は
、「
適
正
原
価
」は

Ή
し
ろ
௿
く
設
定
さ
れ
た
方

が
対
応
し
や
す
い
。

つ
ま
り
、「
適
正
原
価
」に

期
待
す
る
事
業
者
は
高
い
水

準
を
๬
み
、
不
҆
を
๊
く
事

業
者
は
௿
い
水
準
を
๬
Ή
。

こ
う
し
た
相
反
す
る
受
け
止

め
方
は
、
現
在
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
ք
が
置
か
れ
た
現
状

を
よ
く
反
ө
し
て
い
る
と
い

え
る
。
だ
が
、
૒
方
に
ڞ
通

し
て
๨
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
。「
適
正
原
価
」は

あ
く
ま
で
も
原
価
で
あ
り
、

利
ӹ
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と

い
う
点
で
あ
る
。こ
こ
が「
標

準
的
運
賃
」
と
の
決
定
的
な

違
い
だ
。

「
標
準
的
運
賃
」か
ら「
適

正
原
価
」
へ
Ҡ
行
す
れ
ば
、

行
੓
が
示
す
の
は
事
業
に
必

要
な
原
価
ま
で
で
あ
り
、
利

ӹ
の
確
保
は
各
社
の
経
Ӧ
౒

力
に
ҕ
Ͷ
ら
れ
る
。
当
然
な

が
ら
、
利
ӹ
を
生
み
出
せ
る

か
ど
う
か
は
各
事
業
者
の
੹

೚
と
な
る
。

同
じ
࢓
事
を
੥
け
ෛ
っ
て

も
、
業
務
਱
行
に
要
す
る
原

価
は
事
業
者
͝
と
に
ҟ
な

る
。そ
の
た
め
、「
適
正
原
価
」

が
ど
こ
に
設
定
さ
れ
る
か
に

よ
っ
て
、
ࠇ
ࣈ
と
な
る
事
業

者
と
੺
ࣈ
と
な
る
事
業
者
に

෼
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
適

正
原
価
」
を
下
回
ら
な
い
運

賃
を
収
受
し
て
も
、
ࣗ
社
の

原
価
が「
適
正
原
価
」
を
上

回
っ
て
い
れ
ば
੺
ࣈ
と
な

る
。
一
方
、
ࣗ
社
の
原
価
を

に
変
わ
っ
て
も
、
取
引
先
と

の
交
渉
力
が
伴
わ
な
け
れ

ば
、
状
況
は
大
き
く
変
わ
ら

な
い
と
ࢥ
う
か
ら
だ
。

し
か
し
、「
適
正
原
価
」に

不
҆
を
๊
く
事
業
者
も
い

る
。「
適
正
原
価
を
継
続
的

価֨సՇ௿Ґのӡૹۀք

ަবྗͱੜ্͕޲ੑ࢈伴

適
正
原
価
へ
の
期
待
と
不
安

ܦ
ࡁ
࢈
ۀ
ল
ࢿ
ݯ
Τ
ω
ϧ

Ϊ
ồ
ி
͸
ࠃ
౔
ަ
௨
ল
ͱ

の
࿈
ܞ
ࣄ
ۀ
ͱ
͠
ͯ
、
ྩ
࿨

̔
೥
౓ủ
運
༌
෦
໳
Τ
ω
ϧ

݄
７
೔
ޕ
ޙ
̐
࣌
·
Ͱ
ड
͚

෇
͚
Δ（
̍
࣍
ެ
ื
͸
ऴ
ྃ
）Ố

͜
Ε
ʹ
൐
͍
、
τ
ϥ
ỽ
Ϋ

༌
送
ল
Τ
ω
Խ
ਪ
ਐ
ࣄ
ۀ
ࣄ

຿
）ہ
ύ
γ
ϑ
ỹ
ỽ
Ϋ
ί
ϯ

α
ϧ
λ
ϯ
π
ͱ
ύ
γ
ϑ
ỹ
ỽ

Ϋ
Ϧ
ϓ
ϩ
α
ồ
Ϗ
ε
の

ڞ
ಉ
ࣄ
ۀ
）͕
２
࣍
ʹ

Θ
ͨ
Γ
ਃ
੥
ड
෇
Λ
ߦ
͏
Ố

ಉ
ࣄ
ۀ
͸
、
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ࣄ

ۀ
ऀ
ͱ
ՙ
ओ
ͳ
Ͳ
ͱ
͕
࿈
ܞ

͠
ͯ
औ
Γ
૊
Ή
͜
ͱ
Λ
ཁ
݅

ͱ
͠
ͯ
、
車
྆
ಈ
ଶ
؅
ཧ
γ

ε
ς
Ϝ
、
༧
໿
ड
෇
γ
ε
ς

Ϝ
ͳ
Ͳ
、
഑
車
ܭ
画
γ
ε
ς

Ϝ
͓
Α
ͼ
̖
̞
・

̞
̾
̩
ʹ
Α
Δ
γ

ε
ς
Ϝ
࿈
ܞ
π
ồ

ϧ
の
ಋ
ೖ
ͱ
、
μ

ϒ
ϧ
࿈
݁
τ
ϥ
ỽ

Ϋ
͓
Α
ͼ
ε
ϫ
ỽ

ϓ
Ϙ
σ
ỹ
ί
ϯ
ς

φ
車
྆
の
ಋ
ೖ
ʹ

ཁ
͢
Δ
ܦ
අ
の
一

෦
Λ
ิ
ॿ
͠
、
༌

送
ޮ
཰
Խ
Λ
௨
͡

ͨ
ফ
අ
Τ
ω
ϧ
Ϊ

ồ
の
࡟
ݮ
ޮ
Ռ
Λ

Ϊ
ồ
࢖
用
߹
ཧ

Խ
・
ඇ
Խ
ੴ
Τ

ω
ϧ
Ϊ
ồ
స
׵
ਪ
ਐ
ࣄ
ۀ
අ

ิ
ॿ
ۚ
Ứ（
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
༌
送
ল

Τ
ω
Խ
ਪ
ਐ
ࣄ
ۀ
）の
２
࣍

ެ
ื
Λ
、７
݄
29
೔
͔
Β
̔

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
・

日
本
貨
物
運
送
ڠ
同
૊
合
連

合
ձ
の
求
ՙ
求
ं
情
報
ネ
ッ

ト
ϫ
ー
ク
̬
̴
̱
̠
Ｉ
̩
の

੒
約
運
賃
指
数
に
よ
る

と
、
ྩ
࿨
̔
年
６
月
の

指
数
は
１
３
̐
で
、
લ

月
よ
り
３
⻲
ݮ
少
し
た

が
、
લ
年
同
月
を
３
⻲
上
回

っ
た
。

ՙ
物
情
報（
求
ं
）
ొ
࿥

件
数
は
̕
万
̐
̑
̕
̑
件

で
、
લ
年
同
月
ൺ
11
・
̑
％

増
加
。
੒
約
率
は
��
・
６
％

で
同
２
・
̌
⻲
ݮ
少
し
た
。

࣮
ূ
͢
Δ
͜
ͱ
Λ
໨
త
ͱ
͠

ͨ
΋
の
Ố

ิ
ॿ
ର
৅
ʗ
ิ
ॿ
཰（
্

限
ֹ
・
্
限
台
਺
）͸
、
࣍

の
௨
Γ
Ố

ᶃ
車
྆
ಈ
ଶ
؅
ཧ
γ
ε
ς

Ϝ
ʗ
２
෼
の
̍
Ҏ
಺（
1û
ສ

ԁ
、
30
台
）
˞
্
限
台
਺
の

؇
࿨
ા
ஔ
͋
Γ

ᶄ
༧
໿
ड
෇
γ
ε
ς
Ϝ
ͳ

Ͳ（
༧
໿
ड
෇
・
̖
̨
̣
・

ड
஫
৘
ใ
ࣄ
લ
֬
ೝ
・
ύ
Ϩ

ỽ
τ
౳
؅
ཧ
֤
γ
ε
ς
Ϝ
）

ʗ
２
෼
の
̍
Ҏ
಺（
̐
̌
̌

̌
ສ
ԁ
、
ͨ
ͩ
͠
ύ
Ϩ
λ
Π

ζ
γ
ε
ς
Ϝ
͸
５
̌
̌
̌
ສ

ԁ
）ᶅ

഑
車
ܭ
画
γ
ε
ς
Ϝ
ʗ

２
෼
の
̍
Ҏ
಺（
̐
̌
̌
̌

ສ
ԁ
）

ᶆ
̖
̞
・
̞
̾
̩
ʹ
Α
Δ

γ
ε
ς
Ϝ
࿈
ܞ
π
ồ
ϧ
ʗ
２

国
交
省
の「
中
小
物
ྲྀ
事

業
者
の
労
働
生
࢈
性
向
上
事

業
費
ิ
ॿ
金（
ڞ
同
輸
配
送

や
ؼ
り
ՙ
確
保
等
の
た
め
の

物
ྲྀ
デ
ー
タ
連
ܞ
促
進
支
ԉ

事
業
）」に
つ
い
て
、物
ྲྀ
デ

ー
タ
連
ܞ
促
進
支
ԉ
事
務
局

（
日
本
能
率
ڠ
ձ
コ
ン
α
ル

テ
ィ
ン
ά
／
̟
̢
Ａ
̘
）は

２
次
公
ื
を
開
࢝
し
て
い

企
業
や
物
ྲྀ
事
業
者
、
物
ྲྀ

ι
リ
ュ
ー
シ
ἀ
ン
ఏ
供
者
な

ど
が
連
ܞ
し
て「
物
ྲྀ
・
঎

ྲྀ
情
報
の
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構
ங
・
運

Ӧ
を
行
う
事
業
を
対
象
と
し

て
い
る
。

ิ
ॿ
対
象
は
、
物
ྲྀ
事
業

者
や
ՙ
主
企
業
な
ど
で
構
੒

す
る
ڠ
ٞ
ձ
。
ਃ
੥
に
は
ՙ

主
企
業
２
社
以
上
の
ࢀ
ը
が

必
要
と
な
る
。
ิ
ॿ
率
は
対

象
経
費
の
２
෼
の
１
以
内

で
、
１
ڠ
ٞ
ձ
当
た
り
の
ิ

ॿ
上
限
ֹ
は
̐
̌
̌
̌
万

円
。
事
業
実
施
期
間
は
交
付

決
定
日
か
ら
ྩ
࿨
̕
年
２
月

1�
日
ま
で
。
ਃ
੥
は
ॴ
定
の

ਃ
੥
書
ྨ
を
࡞
੒
の
上
、
メ

ー
ル
で
ఏ
出
す
る
。
༣
送
や

̛
Ａ
̭
に
よ
る
ਃ
੥
は
受
け

付
け
て
い
な
い
。

ิ
ॿ
対
象
経
費
に
は
、
物

ྲྀ
情
報
標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
準
ڌ
し
た
シ
ス
テ
ム
の
ಋ

入
・
改
म
、
ク
ラ
΢
ド
α
ー

ビ
ス
の
利
用
料
の
ほ
か
、
ڞ

同
物
ྲྀ
運
賃
や
ڞ
同
૔
ݿ
利

用
料
な
ど
ڞ
同
物
ྲྀ
の
実
施

に
必
要
な
費
用
が
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
事
業
の
੒
果
と
し

て
、
積
載
率
向
上
や
ト
ラ
ッ

ク
୆
数
࡟
ݮ
、
࡞
業
時
間
࡟

ݮ
、
̘
̤
２
ഉ
出
量
࡟
ݮ
な

ど
の
目
標（
̠
̥
Ｉ
）
設
定

と
、
そ
の
ޮ
果
を

検
ূ
す
る
実
ূ
事

業
の
実
施
が
求
め

ら
れ
る
。

෼
の
̍
Ҏ
಺（
５
̌
̌
̌
ສ

ԁ
）ᶇ

μ
ϒ
ϧ
࿈
݁
τ
ϥ
ỽ
Ϋ

ʗ
２
෼
の
̍
Ҏ
಺（
̍
̌
̌

̌
ສ
ԁ
、10
台
）

ᶈ
ε
ϫ
ỽ
ϓ
Ϙ
σ
ỹ
ί
ϯ

ς
φ
車
྆
ʗ
２
෼
の
̍
Ҏ
಺

（
̍
̌
̌
̌
ສ
ԁ
、10
台
）

࠾
୒
に
当
た
っ
て
は
、
ิ

ॿ
事
業
の
目
的
と
の
適
合
性

を
は
じ
め
、
物
ྲྀ
情
報
標
準

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
準
ڌ
状

況
や
中
小
物
ྲྀ
事
業
者
の
労

働
生
࢈
性
向
上
へ
の
د
与
、

当
֘
ิ
ॿ
事
業
の
継
続
性
、

費
用
対
ޮ
果
な
ど
を
૯
合
的

に
৹
査
す
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
国
交
省
特
設
α

イ
ト「
ڞ
同
輸
配
送
や
ؼ
り

ՙ
確
保
等
の
た
め
の
デ
ー
タ

連
ܞ
促
進
支
ԉ
事
業
」
を
ࢀ

照
。˜

問
い
合
わ
せ
先
ử
物

ྲྀ
デ
ー
タ
連
ܞ
促
進
支
ԉ

事
務
局（
メ
ー
ル
：EBUB

SFO
LFJ�KJHZP �0��!

KN
BD�DP�KQ

）

国
土
交
通
省
の
̓
月
１

日
付
ਓ
事
で
、
関
東
運
輸
局

次
長
に
୉
ޣ
ୖ
໵
氏（
大
ਉ

׭
๪
ࢀ
事
׭
ợ
労
務
؅
理
担

当
Ụ）が
ब
೚
し
た
。

୉
ޣ
ୖ
໵（
だ
い
͝
・
た

く
や
ࢯ（

ত
࿨
��
年
生
ま

れ
、
ژ
౎
෎
出

਎
。
��
年
運
輸

省
入
省
。
国
土
交
通
省
大
ਉ

׭
๪
ਓ
事
課
課
長
ิ
）ࠤ
配

置
）、同（
೚
用
）、ܰ
ࣗ
動
ं

検
査
ڠ
ձ
૯
務
部
ਓ
事
課

長
、同
ࢀ
事
໾ợ
݉
Ụਓ
事
課

長
、
観
ޫ
ி
૯
務
課
調
整
ࣨ

長
、
国
交
省
大
ਉ
׭
๪
ࢀ
事

）׭
労
務
؅
理
担
当
）を
ྺ
೚
。

ࠃ
౔
ަ
௨
ল（
̓
月
１
日
）

物
ྲྀ
・
ࣗ
動
ं
局
貨
物
ྲྀ

ެ
ื
ཁ
ྖ
ͳ
Ͳ
ৄ
ࡉ
͸
、

ủ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
༌
送
ল
Τ
ω
Խ

ਪ
ਐ
ࣄ
ۀ
ࣄ
຿
ہ
Ứ
の
ϗ
ồ

Ϝ
ϖ
ồ
δ
Λ
ࢀ
র
Ố

▽
໰
͍
߹
Θ
ͤ
ઌ
＝
τ
ϥ

ỽ
Ϋ
༌
送
ল
Τ
ω
Խ
ਪ
ਐ
ࣄ

ۀ
ࣄ
຿
）ہ
☎
̌
５
̌
・
５

３
６
７
・
３
̌
５
７
）

る
。
ਃ
੥
は
̓
月
�1
日
ޕ
後

̑
時
ま
で（
必
ண
）。

同
事
業
は
、「
物
ྲྀ
情
報

標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
׆

用
し
、
ڞ
同
輸
配
送
や
ؼ
り

ՙ
の
確
保
、
保
؅
・
輸
送
経

࿏
の
最
適
化
な
ど

に
よ
る
物
ྲྀ
ޮ
率

化
を
支
ԉ
す
る
も

の
。
ෳ
数
の
ՙ
主

通
事
業
課
貨
物
ྲྀ
通
経
Ӧ

戦
ུ
ࣨ
長（
住
宅
局
ࢀ
事
׭

ợ
マ
ン
シ
ἀ
ン
・
賃
ି
住
宅

担
当
Ụ
付
企
ը
ઐ
໳
׭
）
有

լ
ஐ
℄
˜
関
東
運
輸
局
次
長

（
大
ਉ
׭
๪
ࢀ
事
ợ׭
労
務
؅

理
担
当
Ụ）
୉
ޣ
ୖ
໵
˜
物

ྲྀ
・
ࣗ
動
ं
局
物
ྲྀ
੓
ࡦ
課

国
際
物
ྲྀ
ࣨ
長（
మ
ಓ
建
設・

運
輸
施
設
整
備
支
ԉ
機
構
経

Ӧ
企
ը
部
企
ը
調
査
課
長
）

小
༄
ඒ
ࢬ
子

醍醐氏

̖
ɾ̞̞
̾
̩
γ
ε
ς
Ϝ
π
ồ
ϧ
ಋ
ೖ
ʹ
ิ
ॿ

τϥοΫ༌ૹのলΤωԽ΁

Τ
ω
ி

ࠃ
ަ
ল

ڞ
ಉ
༌
഑
ૹ
΍
ؼ
Γ
ՙ
֬
อ
の
ͨ
Ί

の
෺
ྲྀ
σ
ồ
λ
࿈
ܞ
ଅ
ਐ
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ

運
௞
ࢦ
਺

̬
̴
̱
̠
̞
̩

̒
݄
͸
̍
̏
̐
ʹ

લ
೥
ൺ
̏
⻲
૿
Ճ

શ τ ڠ
೔՟ڠ࿈

লަࠃ

物
流
σ
ồ
λ
࿈
ܞ
ࣄ
ۀ
ެ
ื

ڞ
ಉ
༌
഑
ૹ
ͷ
࣮
ূ
Λ
ࢧ
ԉ

̎
࣍
ެ
ื
̔
݄
̓
೔
·
Ͱ

ؔ
ӡ
ہ
࣍
௕
ʹ
୉
ޣ
ࢯ
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東
ژ
౎
ト
ラ
ッ
ク
交
通

Ҩ
ࣇ
等
ॿ
੒
ࡒ
ஂ
に
、
次
の

方
ʑ
か
ら
د
ෟ
が
あ
り
ま
し

た
。˖

全
日
本
運
輸
࢈
業
労
働

૊
合
東
ژ
౎
連
合
ձ
ợ
運
輸

労
連
東
ژ
Ụ（
土
԰
྄
ࣥ
行
ҕ

員
長
）
ử
写
真
は
ࢁ
㟒
正
ઐ

務
理
事
か
ら
感
ँ
状
を
ଃ
呈

さ
れ
る
土
԰
氏
᷁
と
福
ా
߶

࢙
タ
ー
ミ
ナ
ル
ڞ
ಆ
ձ
ٞ
ٞ

長
ᶾ

ừ
൘
ڮ
ࢧ
෦
Ử

◆
小
ྛ
配
送
α
ー
ビ
ス
ג

ࣜ
ձ
社
ử
൘
ڮ
区
高
島
平
̑

の
�1
の
1�
˜
ὸ
0�
・
６
̕
̌

̕
・
２
̑
１
２
˜
一
般
貨
物

運
送（
小
型
ं
�1
୆
）、利
用

運
送

ừ
ߐ
ށ
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
ࣜ
ձ
社
常
൬
工
業
ử

ߐ
ށ
઒
区
দ
島
１
の
1�
の
1�

˜
ὸ
0�
・
̑
６
̓
̔
・
̔
１

６
１
˜
一
般
貨
物
運
送（
ී

通
ं
̐
୆
、小
型
ं
１
୆
）

◆
有
限
会
社
九
星
企
画
＝

江
戸
川
区
西
一
之
江
３
の
29

の
13
▽
☎
03
・
３
６
５
６
・

２
７
７
２
▽
一
般
貨
物
運
送

（
小
型
車
21
台
）、利
用
運
送

1ý
೔

ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

̩
̤
̠
̮
̤
２
̌
２
６
実

行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ϫ
ー
Ω

ン
ά
ά
ル
ー
プ
ձ
ٞ

1ÿ
೔

̜
マ
ー
ク
事
લ
相
談

ձ（
Ỗ
1�
日
）
˜
引
ӽ
ઐ

໳
部
ձ
引
ӽ
基
本
ߨ
श
˜

支
部
事
務
局
職
員
事
業
ݚ

म
ձ

1Ā
೔

生
コ
ン
ઐ
໳
部
ձ
通

1ý
೔
 

1�
時
�0
෼
ử
ト
ラ

ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
̩
̤
̠
̮

̤
２
̌
２
６
出
展
企
業
・

ஂ
体
説
明
ձ（
東
ト
૯
合

ձ
ؗ
）
˝
1�
時
�0
෼
ử
同

支
部
説
明
ձ（
同
／
̬
̴

̱
ซ
用
）
˝
1�
時
�0
෼
ử

同
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ϫ

ー
Ω
ン
ά
ά
ル
ー
プ
ձ
ٞ

（
同
）

ಉ

˝
1�
時
ử
ঁ
性
部
正

෭
本
部
長
ձ
（ٞ
東
ト
૯

合
ձ
ؗ
）
˝
1�
時
ử
同
װ

事
ձ（
同
／
̬
̴
̱
ซ
用
）

˝
1�
時
ử
三
૊
৫
連
絡
ձ

（
東
ト
૯
合
ձ
ؗ
）
˝
1�

時
ử
同
ೲ
ྋ
ձ（
̠
̤
̠

̤
ホ
テ
ル
新
॓
࢛
୩
）

1þ
೔
 

1�
時
ử
支
部
長
ձ

（
東
ト
૯
合
ձ
ؗ
／
̬
̴

̱
ซ
用
）

ù1
೔
 

1�
時
ử
౎
ி
・
区

໾
ॴ
ઐ
໳
部
ձ
通
常
૯
ձ

（
東
ト
૯
合
ձ
ؗ
）

ùù
೔
 

1�
時
�0
෼
ử
物
ྲྀ

経
Ӧ
࢜
課
ఔ
ࢿ
格
認
定
ࢼ

験（
東
ト
૯
合
ձ
ؗ
）
˝

ừ
̒
݄
��
Ỗ
��
೔
Ử

ừ
̓
݄
1ý
Ỗ
ú1
೔
Ử

常
૯
ձ

ù0
೔

ॳ
೚
運
転
者
特
ผ
ߨ

श
ùù
೔

৯
料
・
ञ
ྨ
ҿ
料
ઐ

໳
部
ձ
通
常
૯
ձ

ùû
೔

ঁ
性
部
正
෭
本
部
長

ձ
ٞ
˜
物
ྲྀ
経
Ӧ
࢜
課
ఔ

ùý
೔

引
ӽ
ઐ
໳
部
ձ
引
ӽ

؅
理
者
ߨ
श

ùĀ
೔

正
෭
ձ
長
ձ
˜
通
常

૯
ձ
˜
དྷ
ෂ
ॕ
ࣙ
˜
東
ト

੓
連
通
常
૯
ձ
˜
࠙
਌
ձ

ú0
೔

出
൛
・
ҹ
࡮
・
੡
本
・

取
次
ઐ
໳
部
ձ
通
常
૯
ձ

1�
時
ử
関
東
ト
ラ
ッ
ク
ڠ

ձ
ւ
上
コ
ン
テ
ナ
ઐ
໳
部

ձ
通
常
૯
ձ（
同
）

ùû
೔
 

1�
時
�0
෼
ử
支
部

事
務
局
事
務
長
ձ
（ٞ
東

ト
૯
合
ձ
ؗ
／
̬
̴
̱
ซ

用
）

ùü
೔
​

̔
時
�0
෼
ử
運
行

؅
理
者
ࢼ
験
事
લ
ߨ
श
ձ

（
東
ト
૯
合
ձ
ؗ
）

ùÿ
೔
 

1�
時
ử
మ
߯
ઐ
໳

部
ձ
҆
全
؀
ڥ
ҕ
員
ձ

（
東
ト
૯
合
ձ
ؗ
／
̬
̴

̱
ซ
用
）
˝
1�
時
ử
東
ژ

高
଎
ಓ
࿏
交
通
҆
全
ڠ
ٞ

ձ
通
常
૯
ձ（
東
ト
૯
合

ձ
ؗ
）
˝
1�
時
�0
෼
ử
同

࠙
਌
ձ（
同
）

ú0
೔
 

1�
時
ử
タ
ン
ク
ト

ラ
ッ
ク
ઐ
໳
部
ձ
通
常
૯

ձ（
東
ト
૯
合
ձ
ؗ
）
˝

1�
時
�0
෼
ử
同
意
見
交
換

ձ（
同
）
˝
1�
時
ử
同
࠙

਌
ձ（
同
）

ú1
೔
 

1�
時
�0
෼
ử
物
ྲྀ

経
Ӧ
࢜
課
ఔ
म
ྃ
認
定
ձ

ٞ
・
次
期
課
ఔ
カ
リ
Ω
ュ

ラ
ム
検
౼
ձ
（ٞ
東
ト
૯

合
ձ
ؗ
）

ừ
଍
ཱ
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
ࣜ
ձ
社
ࢁ
ਆ
物
ྲྀ
ử

足
ཱ
区
୩
在
家
１
の
1�
の
10

の
̑
̌
１
˜
ὸ
0�
・
̑
６
̐

̓
・
̕
３
̑
２
˜
一
般
貨
物

運
送（
ී
通
ं
̑
୆
）

◆
ג
ࣜ
ձ
社
∁
ڮ
঎
事
ử

足
ཱ
区
加
լ
２
の
��
の
11
の

２
Ｂ
˜
ὸ
0�
・
̑
̔
̑
６
・

̕
１
̐
６
˜
一
般
貨
物
運
送

（
ී
通
ं
10
୆
、
小
型
ं
�

୆
）、利
用
運
送

東
ژ
౎
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
の

各
支
部
は
ྩ
࿨
̔
年
౓
通
常

૯
ձ
を
ॱ
次
開
࠵
し
、
̔
・

̕
年
౓
の
支
部
長
を
は
じ
め

支
部
໾
員
の
બ
೚
を
行
い
、

新
体
੍
を
発
足
さ
せ
た
。
��

支
部
の
う
ち
、
ઍ
代
ా
・
中

ԝ
・
ौ
୩
・
目
ࠇ
・
ਿ
ฒ
・

จ
ژ
・
๽
ా
・
ᷤ
০
・
足
ཱ
・

ଟ
ຎ
の
10
支
部
で
新
支
部
長

が
ब
೚
し
、
1�
支
部
で
は
再

೚
と
な
っ
た
。

東
ト
ڠ
広
報
・

情
報
ҕ
員
ձ（
௟

目
ོ
༤
ҕ
員
長
）

は
̑
月
��
日
、
ྩ

࿨
̔
年
౓
第
１
回

ҕ
員
ձ（
書
面
৹

ٞ
）を
開
࠵
し
た
。

ٞ
事
で
は
、
厚

生
労
働
省「
働
き

方
改
ֵ
推
進
支
ԉ

ॿ
੒
金（
ஂ
体
推

進
コ
ー
ス
）」
を

利
用
し
た
日
本
経
ࡁ
新
ฉ
へ

の
連
載
広
告
、
ࣇ
ಐ
ֆ
ը
࡞

品
コ
ン
テ
ス
ト
น
新
ฉ
構
੒

Ҋ
、「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」本
部

ϊ
ϕ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て
৹
ٞ

し
、い
ず
れ
も
ྃ
ঝ
し
た
。

厚
労
省
ॿ
੒
金
を
׆
用
し

た
̥
̧
で
は
、
ܝ
載
回
数
な

ど
の
具
体
的
な
内
容
は
交
付

決
定
後
に
改
め
て
৹
ٞ
す

る
。
ま
た
、
ࣇ
ಐ
ֆ
ը
࡞
品

コ
ン
テ
ス
ト
ื
集
用
チ
ラ
シ

の
デ
β
イ
ン
を
決
定
し
た
ほ

か
、「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」本
部

ϊ
ϕ
ル
テ
ィ
は
、̔
年
౓
も

引
き
続
き「
̑
年
保
ূ
௒
・

๷
ࡂ
用
΢
Τ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

東
ト
ڠ
は
、

ྩ
࿨
̔
年
౓

「ứ
10
月
̕
日

ト
ラ
ッ
ク
の

日
Ừ
ࣇ
ಐ
ֆ

ը
࡞
品
コ
ン

テ
ス
ト
」の
開
࠵
に
当
た
り
、

౎
内
の
小
ֶ
生
を
対
象
に
࡞

品
を
ื
集
し
て
い
る
。

今
年
౓
も
ଟ
く
の
小
ֶ
生

に
応
ื
し
て
も
ら
う
た
め
、

ื
集
チ
ラ
シ（
写
真
ɾ
ຊ
߸

ʹ
ಉ
෧
）を
੍
࡞
し
て
配
෍

す
る
と
と
も
に
、
東
ト
ڠ
ホ

ー
ム
ϖ
ー
ジ（
̝
̥
）に
ܝ

載
す
る
。
ま
た
、
౎
内
小
ֶ

ߍ
に
配
෍
・
ܝ
示
さ
れ
て
い

る
น
新
ฉ「
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー

ス
」（
̓
月
１
日
増
ץ
号
）に

は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
໾
割

を
঺
հ
す
る
記
事
を

ܝ
載
し
て
い
る
。

同
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
が

Τ
ッ
η
ン
シ
Ỿ
ル
事
業
と
し

て
、
生
׆
と
経
ࡁ
を
支
え
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
໾
割
を
担

う
と
と
も
に
、
交
通
事
故
๷

止
や
஍
ٿ
؀
ڥ
保
全
へ
の
取

り
૊
み
を
広
く
社
ձ
に
理
ղ

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
も
の
。
今
年

౓
で
10
回
目
を
迎
え
る
。

ở
࣮
ࢪ
ཁ
ྖ
Ỡ

ʓ
ื
集
期
限
ử
̕
月
1�
日

ま
で（
必
ண
）

ʓ
応
ื
ࢿ
格
ử
౎
内
小
ֶ

ߍ
に
在
੶
ま
た
は
౎
内
に
居

住
す
る
小
ֶ
生

ʓ
ื
集
࡞
品
テ
ー
マ
ử

「
҆
全
な
ト
ラ
ッ
ク
」「
؀
ڥ

に
や
さ
し
い
ト
ラ
ッ
ク
」「
働

く
ト
ラ
ッ
ク
」「
ະ
དྷ
の
ト
ラ

ッ
ク
」

˞
ֆ
ը
の
中
に
は
必
ず

「
10
月
̕
日
ト
ラ
ッ
ク
の

日
」
の
จ
ࣈ
を
記
載
す
る
こ

と
ʓ
用
ࢴ
α
イ
ζ
・
ը
ࡐ
ử

ീ
つ
੾
り
ը
用
ࢴ
に
横
書
き

（
ݫ
क
）。
ը
ࡐ
は
ֆ
の
具
・

ク
レ
ヨ
ン
な
ど
ࣗ
由

ʓ
結
果
発
表
ử
東
ト
ڠ
̝

̥
で
行
う

ʓ
応
ื
先
ử
˟
１
̌
̐
㿌

̌
̌
６
１
中
ԝ
区
銀
࠲
̑
の

1�
の
１
銀
࠲
ク
イ
ン
ト
ビ
ル

̓
「̛
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
ࣇ

ಐ
ֆ
ը
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

（
ク
オ
リ
ア
ー
ト
内
）

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
ڠ
̝
̥
を

ࢀ
照
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
૯
務
部
広
報・情
報
（̜
ὸ

0�・３
３
̑
・̐̕
１
３
̐
）、

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
ࣇ
ಐ
ֆ

ը
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局（
ὸ

0�
・
６
̔
̑
３
・
̌
̌
̑
̌
）

東
ト
ڠ
は
こ
の
ほ
ど
、̕

月
1�
日
に
ौ
୩
区
の
代
ʑ
໦

公
Ԃ
で
開
࠵
す
る「
ト
ラ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤
２

̌
２
６
Ỗ
਌
子
で
体
験
ʂ
҆

全
と
؀
ڥ
Ỗ
」
に
向
け
、
ձ

員
事
業
者
に
対
し
ڠ
ࢍ
を
ݺ

ͼ
か
け
て
い

る
。全

ձ
員
に

対
し
、
水
໺

功
ձ
長
と
フ

ェ
ス
タ
実
行

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
の

৿
本
উ
໵
෭
ձ

長
が
連
名
で
要
੥
จ
書
を
発

出
し
、
ڠ
ࢍ
を
求
め
て
い
る

も
の（
ຊ
߸
ʹ
ڠ
ࢍ
ཁ
੥
จ

ॻ
ɾ
Ҋ
಺
ν
ϥ
γ
Λ
ಉ
෧
）。

開
࠵
に
当
た
り
、
交
付
金

事
業
と
一
般
ձ
ܭ
事
業
を
有

機
的
に
連
ܞ
さ
せ
て
運
Ӧ
す

る
方
਑
だ
が
、
昨
今
の
ڠ
ձ

ࡒ
੓
の
状
況
を
踏
ま
え
、
ձ

員
事
業
者
に
対
し
イ
ϕ
ン
ト

開
࠵
の
趣
旨
へ
の
ࢍ
同
を
求

め
、
今
年
౓
も
ڠ
ࢍ
金
を
ื

集
す
る
。

ڠ
ࢍ
金（
１
口
̑
̌
̌
̌

ュ
」
を
࠾
用
す
る
こ
と
と

し
た
。

な
お
、
ࣇ
ಐ
ֆ
ը
࡞
品
コ

ン
テ
ス
ト
น
新
ฉ
の
構
੒
Ҋ

は
、
書
面
で
د
せ
ら
れ
た
意

見
を
反
ө
し
た
デ
β
イ
ン
に

म
正
し
た
上
で
展
開
す
る
こ

と
と
し
た
。

円
か
ら
）の
ਃ
し
込
み
は
、

東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
内
の

「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
」
ձ

員
ڠ
ࢍ
ਃ
込
フ
ォ
ー
ム
で
受

け
付
け
て
い
る
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
業
務
部
交
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

0�
・
３
３
̑
̕
・
３
６
１
̔
）

୩ޱ�ᚸೋ
େాࢧ෦௕

ੴ઒࢘߁�
඼઒ࢧ෦௕

ࣰຊ�ີ࣏
൘ࢧڮ෦௕ ৽॓ࢧ෦௕

େౡ�໻Ұ

த໺ࢧ෦௕
඀ా�੓ਓ

Ұ࿠ܓ�ڮ∁
ਂ઒ࢧ෦௕ߥ઒ࢧ෦௕

�༟Ұݪۚ ࢠ�ੜాࡔ
෦௕ࢧߓ
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໨ࢧࠇ෦௕

ږ�ו়
๛ౡࢧ෦௕

࿅അࢧ෦௕
޷߃�ؒٱࠤ

ਫ֟�ོ෉
ौ୩ࢧ෦௕

ఱ໺�௚ਓ
෦௕ࢧ઒ށߐ

೭޹�࡚ࢦ
ઍ୅ాࢧ෦௕

Ԭ෦�তਓ
ਿฒࢧ෦௕
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๺ࢧ෦௕

ઙ໺�ར޾
৓౦ࢧ෦௕

๽ాࢧ෦௕
ᚸాߒ�

தԝࢧ෦௕
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ੈా୩ࢧ෦௕
छాࢠ�ਗ਼ࢤ

จࢧژ෦௕
ງ಺�৳༸দຊ�༗࢘

୆౦ࢧ෦௕
ᚸా�໌உ
ᷤ০ࢧ෦௕

଍ཱࢧ෦௕
౻૔�ହಙ

৓޾߁�
ଟຎࢧ෦௕
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޿
ใ
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の
ํ
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ੑ
Λ
ྃ
ঝ

౎
಺
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ֶ
ੜ
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Β
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ื
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඼
Λ
ื
ू
த

９
月
��
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ま
で
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関
東
運
輸
局
と
東
ژ
運
輸

支
局
は
11
月
に
、
ྩ
࿨
̔
年

の
཮
運
関
܎
ै
事
者（
中
間

؅
理
者
）に
対
す
る
局
長
・

支
局
長
表
জ
を
そ
れ
ぞ
れ
行

い
ま
す
。
ձ
員
事
業
ॴ
に
お

け
る
各
表
জ
基
準
の
֘
当
者

に
つ
い
て
は
、
ॴ
ଐ
支
部
を

関
東
運
輸
局
と
東
ژ
運
輸

支
局
は
11
月
に
、
ྩ
࿨
̔
年

の
཮
運
関
܎
運
行
؅
理
者
・

整
備
؅
理
者
に
対
す
る
局

長
・
支
局
長
表
জ
を
そ
れ
ぞ

れ
行
い
ま
す
。
ձ
員
事
業
ॴ

に
お
け
る
各
表
জ
基
準
の
֘

当
者
に
つ
い
て
は
、
ॴ
ଐ
支

部
を
通
じ
て
東
ト
ڠ
本
部
に

推
ન
し
て
く
だ
さ
い
。

推
ન
の
締
੾
日
は
、
関
運

局
長
表
জ
が
̓
月
�1
日
、
東

運
支
局
長
表
জ
が
̔
月
̓
日

東
ژ
౎
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
ձ
は
̓
月

３・̑
日
の
྆
日
、

ྩ
࿨
̔
年
౓「
東

ژ
౎
・
ߐ
ށ
઒
区

合
同
૯
合
๷
ࡂ
܇

࿅
」
に
ࢀ
加
し
、

ٹ
ԉ
物
ࢿ
輸
送
܇

（
い
ず
れ
も
必
ண
）。

な
お
、
各
表
জ
の
推
ન
は

そ
れ
ぞ
れ
１
社
に
つ
き
１
ਓ

と
し
、
対
象
者
は
౎
内
の
Ӧ

業
ॴ
に
勤
務
し
て
い
る
者
に

限
り
ま
す
。

˕
ӡ
ߦ
管
理
ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

ᾇ
運
行
؅
理
者
と
し
て
運
輸

支
局
長
の
表
জ
を
受
け
て
か

ら
̑
年
以
上
が
経
過
し
た

模
ൣ
者
で
、
1�
年
以
上
に
わ

た
り
業
務
に
ਫ਼
ྭ
し
、
運
行

؅
理
者
の
業
務
を
適
確
に
実

施
し
て
お
り
、
勤
務
状
態
が

༏
ྑ
な
者（
連
続
し
た
1�
年
、

ؔ
౦
ӡ
༌
ہ

࿅
と
ۓ
急
輸
送
現
஍
本
部
܇

࿅
を
実
施
し
た
。

܇
࿅
は
、
出
水
期
に
東
ژ

࿷
を
਒
ݯ
と
す
る
大
規
模
஍

事
故
報
告
書
の
運
行
؅
理
者

ཝ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
を

指
す③

運
行
؅
理
者
ࢿ
格
ূ
の

返
ೲ
ॲ
෼
な
ど
を
受
け
た
者

ま
た
は
受
け
る
お
そ
れ
の
あ

る
者④

当
֘
Ӧ
業
ॴ
が
行
੓
ॲ

෼
な
ど
を
受
け
た
場
合
、
ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合⑤

過
ڈ
̑
年
間
に
わ
た
り

無
事
故
無
違
反
で
あ
り
、
ܐ

േ
な
ど
が
な
い
者

˕
੔
උ
管
理
ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

ᾇ
整
備
؅
理
者
と
し
て
運
輸

支
局
長
の
表
জ
を
受
け
て
か

ら
̑
年
以
上
が
経
過
し
た
模

ൣ
者
で
、
1�
年
以
上
に
わ
た

り
業
務
に
ਫ਼
ྭ
し
、
整
備
؅

ધ
ண
き
場
ま
で
運
ͼ
、
౎
・

区
職
員
へ
引
き
౉
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
公
Ԃ
内
の
ௗ

ྨ
Ԃ
΢
ォ
ッ
チ
ン
ά
η
ン
タ

ー
で
は
、
ᷤ
西
ܯ
࡯
署
ཱ
ち

ձ
い
の
も
と
、
ۓ
急
通
行
ं

྆
標
ষ
の
発
行
܇
࿅
も
実
施

し
た
。

ま
た
、
三
ଜ
Ғ
一
࿠
ۓ
急

輸
送
シ
ス
テ
ム
検
౼
ҕ
員
長

が
܇
࿅
を
ࢹ
࡯
。
輸
送
܇

࿅
後
の
ߨ
評
で
は
、「
物
ࢿ

は
わ
れ
わ
れ
が
運
ば
な
け
れ

ば
、
ඃ
ࡂ
者
に
ಧ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
有
事
の
際
に

は
、
現
場
で
૝
定
֎
の
事
態

が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ

る
。
܇
࿅
内
容
を
े
෼
確
認

し
て
ほ
し
い
」
と
ݺ
ͼ
か
け

た
。な

お
、
今
年
౓
は
ߐ
ށ
઒

区
の
意
向
で
෩
水
֐
を
主
؟

に
置
き
、
ຖ
年
ࢀ
加
し
て
い

る
๷
ࡂ
܇
࿅
と
は
ҟ
な
る
出

水
期
に
実
施
さ
れ
た
。

理
者
の
業
務
を
適
確
に
実
施

し
て
お
り
、
勤
務
状
態
が
༏

ྑ
な
者
。
た
だ
し
、
直
近
10

年
間
は
同
一
事
業
ॴ
に
継
続

し
て
勤
務
し
て
い
る
こ
と

（
連
続
し
た
1�
年
で
な
く
て

も
推
ન
可
）

ᾈ
ྩ
࿨
３
年
̐
月
１
日
を
ى

ࢉ
日
と
し
て
、
次
の
ܽ
格
事

由
が
な
い
者

①
運
転
者
に
よ
る
ಓ
交
法

第
１
̌
̔
条
の
��
に
よ
り
通

報
の
あ
っ
た
事
故（
ࣗ
動
ं

の
装
置
の
故
障
が
主
た
る
原

因
の
も
の
に
限
る
）に
つ
い

て
、
整
備
؅
理
上
最
も
੹
೚

の
あ
る
者

②
ࣗ
動
ं
事
故
報
告
規
ଇ

第
２
条
第
11
号
お
よ
ͼ
第
1�

号
に
規
定
す
る
事
故（
点
検

整
備
の
実
施
方
法
な
ど
が
不

適
੾
で
あ
っ
た
場
合
に
限

る
）に
つ
い
て
、
整
備
؅
理

上
最
も
੹
೚
の
あ
る
者

「˞
੹
೚
の
あ
る
者
」
と

は
、
当
֘
ं
྆
の
運
行
開
࢝

時
に
お
け
る
運
行
可
൱
決
定

を
行
っ
た
者
、
ま
た
は
当
֘

事
故
ं
྆
の
事
故
直
લ
の
日

常
点
検
を
実
施
し
た
者
と
し

て
、
日
常
点
検
表
の
整
備
؅

理
者
ཝ
に
記
入
さ
れ
て
い
る

者
を
指
す

③
整
備
؅
理
者
の
ղ
೚
ॲ

෼
を
受
け
た
者
ま
た
は
受
け

る
お
そ
れ
の
あ
る
者

④
当
֘
Ӧ
業
ॴ
が
行
੓
ॲ

෼
な
ど
を
受
け
た
場
合
、
ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合⑤

過
ڈ
̑
年
間
に
わ
た
り

無
事
故
無
違
反
で
あ
り
、
ܐ

േ
な
ど
が
な
い
者

˕
ӡ
ߦ
管
理
ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

ᾇ
運
行
؅
理
者
と
し
て
10
年

以
上
に
わ
た
り
業
務
に
ਫ਼
ྭ

し
、
運
行
؅
理
者
の
業
務
を

適
確
に
実
施
し
て
お
り
、
勤

務
状
態
が
༏
ྑ
な
者（
連
続

し
た
10
年
、
ま
た
同
一
事
業

者
に
勤
務
し
て
い
な
く
て
も

推
ન
可
）

౦
ژ
ӡ
༌
ࢧ
ہ

通
じ
て
、
東
ト
ڠ
本
部
に
推

ન
し
て
く
だ
さ
い
。

推
ન
の
締
੾
日
は
、
関
運

局
長
表
জ
が
̓
月
�1
日
、
東

運
支
局
長
表
জ
が
̔
月
�1
日

（
い
ず
れ
も
必
ண
）。

˕
཮
ӡ
ٴ
ͼ
؍
ޫ
関
܎
ै
事

ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

①
貨
物
ࣗ
動
ं
運
送
事
業

の
業
務
に
ै
事
し
、
運
輸
支

ؔ
౦
ӡ
༌
ہ

局
長
の
表
জ
を
受
け
た
模
ൣ

者
で
、
本
年
11
月
1
日（
基

準
日
）に
お
い
て
ຬ
�0
年
以

上
勤
続
し
て
い
る
�0
ࡀ
以
上

の
者②

લ
記
の
①
に
֘
当
す
る

者
は
、現
事
業
ॴ
・
ஂ
体（
౷

合
・
෼
割
期
間
を
含
Ή
）に

引
き
続
き
、
ຬ
10
年
以
上
勤

続
し
て
い
る
こ
と

③
本
年
11
月
1
日（
基
準

日
）よ
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

過
ڈ
３
年
間
に
お
い
て
交
通

違
反
が
な
い
こ
と（
２
点
以

下
の
ܰ
ඍ
な
違
反
に
つ
い
て

は
１
年
経
過
で
推
ન
可
、
た

だ
し
ྦྷ
൜
は
不
可
）

ᾈ
ྩ
࿨
３
年
̐
月
１
日
を
ى

ࢉ
日
と
し
て
、
次
の
ܽ
格
事

由
が
な
い
者

①
運
転
者
に
よ
る
ಓ
交
法

第
１
̌
̔
条
の
��
に
よ
り
通

報
の
あ
っ
た
事
故
お
よ
ͼ
違

反
に
つ
い
て
、
運
行
؅
理
上

最
も
੹
೚
の
あ
る
者

②
運
転
者
が
明
ら
か
に
第

一
当
事
者
の
ࣗ
動
ं
事
故
報

告
規
ଇ
第
２
条
に
規
定
す
る

事
故
に
つ
い
て
、
運
行
؅
理

上
最
も
੹
೚
の
あ
る
者

「˞
੹
೚
の
あ
る
者
」
と

は
、
運
行
開
࢝
時
の
点
ݺ
や

指
示
を
行
っ
た
者
、
ࣗ
動
ं

事
故
報
告
書
の
運
行
؅
理
者

ཝ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
を

指
す③

運
行
؅
理
者
ࢿ
格
ূ
の

返
ೲ
ॲ
෼
な
ど
を
受
け
た
者

ま
た
は
受
け
る
お
そ
れ
の
あ

る
者④

当
֘
Ӧ
業
ॴ
が
行
੓
ॲ

෼
な
ど
を
受
け
た
場
合
、
ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合⑤

過
ڈ
̑
年
間
に
わ
た
り

④
原
ଇ
、
取
締
໾
に
ब
೚

し
て
い
な
い
者

⑤
౎
内
の
Ӧ
業
ॴ
に
勤
務

し
て
い
る
者
に
限
る

˕
཮
ӡ
関
܎
ै
事
ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

①
貨
物
ࣗ
動
ं
運
送
事
業

の
業
務
に
ै
事
し
、
本
年
̔

月
�1
日（
基
準
日
）に
お
い

て
ຬ
�0
年
以
上
勤
続
し
て
い

る
��
ࡀ
以
上
の
者

②
લ
記
の
①
に
֘
当
す
る

者
は
、現
事
業
ॴ
・
ஂ
体（
౷

合
・
෼
割
期
間
を
含
Ή
）に

౦
ژ
ӡ
༌
ࢧ
ہ

引
き
続
き
、
ຬ
10
年
以
上
勤

続
し
て
い
る
こ
と

③
本
年
̔
月
�1
日（
基
準

日
）よ
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

過
ڈ
３
年
間
に
お
い
て
交
通

違
反
が
な
い
こ
と（
２
点
以

下
の
ܰ
ඍ
な
違
反
に
つ
い
て

は
１
年
経
過
で
推
ન
可
、
た

だ
し
ྦྷ
൜
は
不
可
）

④
原
ଇ
、
取
締
໾
に
ब
೚

し
て
い
な
い
者

⑤
౎
内
の
Ӧ
業
ॴ
に
勤
務

し
て
い
る
者
に
限
る

˗
֤
ද
জ
の
ఏ
ग़
書
ྨ

①
ཤ
ྺ
書
、
②
在
職
ূ
明

書
、
③
ࣗ
認
書
、
④
企
業
の

無
事
故
無
違
反
で
あ
り
、
ܐ

േ
な
ど
が
な
い
者

˕
੔
උ
管
理
ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

ᾇ
整
備
؅
理
者
と
し
て
10
年

以
上
に
わ
た
り
業
務
に
ਫ਼
ྭ

し
、
整
備
؅
理
者
の
業
務
を

適
確
に
実
施
し
て
お
り
、
勤

務
状
態
が
༏
ྑ
な
者
。
た
だ

し
、
直
近
̑
年
間
は
同
一
事

業
ॴ
に
継
続
し
て
勤
務
し
て

い
る
こ
と（
連
続
し
た
10
年

で
な
く
て
も
推
ન
可
）

ᾈ
ྩ
࿨
３
年
̐
月
１
日
を
ى

ࢉ
日
と
し
て
、
次
の
ܽ
格
事

由
が
な
い
者

①
運
転
者
に
よ
る
ಓ
交
法

第
１
̌
̔
条
の
��
に
よ
り
通

報
の
あ
っ
た
事
故（
ࣗ
動
ं

の
装
置
の
故
障
が
主
た
る
原

因
の
も
の
に
限
る
）に
つ
い

て
、
整
備
؅
理
上
最
も
੹
೚

の
あ
る
者

②
ࣗ
動
ं
事
故
報
告
規
ଇ

第
２
条
第
11
号
お
よ
ͼ
第
1�

号
に
規
定
す
る
事
故（
点
検

整
備
の
実
施
方
法
な
ど
が
不

適
੾
で
あ
っ
た
場
合
に
限

る
）に
つ
い
て
、
整
備
؅
理

上
最
も
੹
೚
の
あ
る
者

「˞
੹
೚
の
あ
る
者
」
と

は
、
当
֘
ं
྆
の
運
行
開
࢝

時
に
お
け
る
運
行
可
൱
決
定

を
行
っ
た
者
、
ま
た
は
当
֘

事
故
ं
྆
の
事
故
直
લ
の
日

常
点
検
を
実
施
し
た
者
と
し

て
、
日
常
点
検
表
の
整
備
؅

理
者
ཝ
に
記
入
さ
れ
て
い
る

者
を
指
す

③
整
備
؅
理
者
の
ղ
೚
ॲ

෼
を
受
け
た
者
ま
た
は
受
け

る
お
そ
れ
の
あ
る
者

④
当
֘
Ӧ
業
ॴ
が
行
੓
ॲ

෼
な
ど
を
受
け
た
場
合
、
ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合⑤

過
ڈ
̑
年
間
に
わ
た
り

無
事
故
無
違
反
で
あ
り
、
ܐ

േ
な
ど
が
な
い
者

˗
֤
ද
জ
の
ఏ
ग़
書
ྨ

①
功
੷
調
書
、②
ཤ
ྺ
書
、

③
事
業
主
の
ূ
明
書
、
④
ࣗ

認
書
、
⑤
無
事
故
無
違
反
ূ

明
書
、
⑥
̑
年
間
の
運
転
記

࿥
ূ
明
書
、
⑦
運
行
؅
理
者

表
জ
の
場
合
ử
運
行
؅
理

者
等
指
ಋ
ߨ
श（
一
般
ߨ
श
）

म
ྃ
ূ
明
ҹ（
手
ா
な
ど
）

の
ࣸ
し
／
整
備
؅
理
者
表
জ

の
場
合
ử
整
備
؅
理
者
ݚ
म

（
બ
೚
後
）म
ྃ
ূ
明
ҹ（
手

ா
な
ど
）の
ࣸ
し

˞
①
Ỗ
④
の
書
ྨ
様
ࣜ
は

東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
か
ら

ダ
΢
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

˞
⑤
⑥
は
、
ࣗ
動
ं
҆
全

運
転
η
ン
タ
ー
よ
り
取
得

（
有
料
）。
運
転
໔
ڐ
ূ
を
有

し
な
い
者
は
ਃ
し
出
る
こ
と

˞
ఏ
出
書
ྨ
は
各
１
部

（
Ａ
̐
判
・
横
書
き
／
ཪ
ന
・

ク
リ
ッ
プ
止
め
／
ホ
チ
Ω
ス

で
௲
じ
な
い
こ
と
・
ϫ
ー
プ

ロ
ҹ
ࣈ
）、
原
ଇ
デ
ー
タ
で

ఏ
出

ま
た
同
一
事
業
者
に
連
続
1�

年
勤
務
し
て
い
な
く
て
も
推

ન
可
）

ᾈ
ྩ
࿨
３
年
̐
月
１
日
を
ى

ࢉ
日
と
し
て
、
次
の
ܽ
格
事

由
が
な
い
者

①
運
転
者
に
よ
る
ಓ
࿏
交

通
法
第
１
̌
̔
条
の
��
に
よ

り
通
報
の
あ
っ
た
事
故
お
よ

ͼ
違
反
に
つ
い
て
、
運
行
؅

理
上
最
も
੹
೚
の
あ
る
者

②
運
転
者
が
明
ら
か
に
第

一
当
事
者
の
ࣗ
動
ं
事
故
報

告
規
ଇ
第
２
条
に
規
定
す
る

事
故
に
つ
い
て
、
運
行
؅
理

上
最
も
੹
೚
の
あ
る
者

「˞
੹
೚
の
あ
る
者
」
と

は
、
運
行
開
࢝
時
の
点
ݺ
や

指
示
を
行
っ
た
者
、
ࣗ
動
ं

਒
が
発
生
し
た
と
の
૝
定
で

行
わ
れ
た
。
２
日
間
の
܇

࿅
に
は
、
東
ト
ڠ
か
ら
ߐ
ށ

઒
支
部（
ఱ
໺
直
ਓ
支
部
長
）

の
̐
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
Ԇ
べ
̔
୆

と
ڠ
ձ
ं
２
୆
、
本
部
・
支

部
合
わ
せ
て
1�
ਓ
を
動
員
し

た
ٹ。

ԉ
物
ࢿ
輸
送
܇
࿅
で

は
、
３
日
に
౎
の
要
੥
を

受
け
た
東
ト
ڠ
輸
送
ୂ
が
、

「
౎
支
ԉ
૔
）ݿ
東
ژ
૔
ݿ
ڠ

規
模
お
よ
ͼ
事
業
֓
況
、
⑤

ށ
੶
ঞ
本
、
⑥
無
事
故
無
違

反
ূ
明
書
、
⑦
̑
年
間
の
運

転
記
࿥
ূ
明
書

˞
①
Ỗ
④
の
書
ྨ
様
ࣜ
は

東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
か
ら

ダ
΢
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

˞
⑥
⑦
は
、
ࣗ
動
ं
҆
全

運
転
η
ン
タ
ー
よ
り
取
得

（
有
料
）。
運
転
໔
ڐ
ূ
を
有

し
な
い
者
は
⑥
⑦
は
不
要
、

③
に
そ
の
旨
記
入

˞
ఏ
出
書
ྨ
は
各
１
部

（
Ａ
̐
判
・
横
書
き
／
ཪ
ന
・

ク
リ
ッ
プ
止
め
／
ホ
チ
Ω
ス

で
௲
じ
な
い
こ
と
・
ϫ
ー
プ

ロ
ҹ
ࣈ
）、
原
ଇ
デ
ー
タ
で

ఏ
出東

ト
ڠ
各
支
部
ま
た
は

本
部
૯
務
部
૯
務
・
支
部

支
ԉ
（̜
ὸ
0�
・
３
３
̑

̕
・
６
２
̑
２
）

֤
ද
জ
ʹ
ؔ
͢
Δ

໰
͍
߹
Θ
ͤ
ઌ

ձ
）」（
東
ژ
৯
料
η
ン
タ
ー
）

で
۝
౎
ݝ
ࢢ
か
ら
の
ٹ
ԉ
物

）ࢿ
ໟ
෍
や
৯
料
）を
積
み

込
み
、
ߐ
ށ
઒
区
の
東
ト
ڠ

ᷤ
西
物
ྲྀ
施
設
備
஝
૔
ݿ
に

設
置
し
た「
஍
Ҭ
内
輸
送
ڌ

点
」へ
輸
送
。

̑
日
に
は
、「
౎
ٹ
ॿ
物

ࢿ
備
஝
૔
ݿ
」（
東
ト
ڠ
ᷤ
西

物
ྲྀ
施
設
）で
ٹ
ԉ
物
ࢿ
を

積
載
し
、
܇
࿅
ձ
場
の
ߐ
ށ

઒
区
・
ᷤ
西
臨
ւ
公
Ԃ
へ
輸

送
。
ձ
場
内
の
ற
ं
場
か
ら

公
Ԃ
内
ಓ
࿏
を
経
て
、
๷
ࡂ

のҾき౉͠ࢿ෺ޢٹ

౦トڠ༌ૹୂϝンόーに
ଜҕһ௕ࡾධ͢Δߨ

཮
運
関
係
ै
ࣄ
ऀ

運
ߦ
؅
ཧ
ऀ

੔
備
؅
ཧ
ऀ

関 運 局

݄̓��೔
౦運ࢧ局

݄̔2�೔

提出ݶظ

関 運 局

݄̓2�೔
౦運ࢧ局

݄̔̓೔

提出ݶظ

ؔ
ӡ
ہ

౦
ӡ
ࢧ
ہ

ؔ
ӡ
ہ

౦
ӡ
ࢧ
ہ

֤
表
彰
֘
౰
者
の
ਪ
ન
Λ

߹ಉ๷܇ࡂ࿅ʹࢀՃ౦ ژ ౎
઒۠ށߐ

ਫ
֐
૝
ఆ
で
ٹ
ԉ
෺
ࢿ
༌
ૹ

౦τڠ
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高
ྸ
化
や
ਓ
手
不
足
、
円
҆

に
よ
る
೩
料
費
高
ಅ
な
ど
ݫ

し
い
経
Ӧ
؀
ڥ
が
続
い
て
い

る
が
、̔
年
౓
か
ら
ஈ
֊
的

③「
交
通
労
働
ࡂ
֐
๷
止

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
一
૚
の
周
知
に
౒
め
る
と

と
も
に
、
交
通
労
ࡂ
๷
止
対

ࡦ
を
推
進
す
る

④
݈
߁
確
保
対
ࡦ
と
し

て
、
過
ॏ
労
働
に
よ
る
݈
߁

障
֐
๷
止
の
た
め
の
૯
合
対

ࡦ
に
基
づ
く
時
間
֎
・
休
日

労
働
の
࡟
ݮ
、
改
正
改
善
基

準
告
示
の
周
知
、
適
੾
な
݈

߁
؅
理
に
関
す
る
措
置
の
推

進
お
よ
ͼ
ࠊ
௧
༧
๷
対
ࡦ
指

਑
の
周
知
を
ਤ
る

⑤
法
ྩ
に
基
づ
く
ٕ
能
ߨ

श
を
実
施
し
、
ࢿ
格
取
得
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
各
種

҆
全
Ӵ
生
ڭ
ҭ
を
実
施
し
、

そ
の
受
ߨ
促
進
を
ਤ
る

東
ژ
労
働
局
は
こ

の
ほ
ど
、
東
ژ
౎
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
を
通
じ

て
ձ
員
事
業
者
に「
೤
中
঱

༧
๷
対
ࡦ
の
ప
底
に
つ
い

て
」を
要
੥
。
こ
れ
を
受
け
、

東
ト
ڠ
は
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ

（
̝
̥
）に
公
表
内
容

を
ܝ
載
し
、
೤
中
঱
༧

๷
対
ࡦ
の
ప
底
を
ݺ
ͼ

か
け
て
い
る
。

東
労
局
で
は
ॏ
点
事

項
と
し
て
、
①
ॵ
さ
指

数（
̬
Ｂ
̜
̩
஋
）の

೺
Ѳ
と
、
そ
の
஋
に
応

じ
た
೤
中
঱
༧
๷
対
ࡦ

の
実
施
、
②
೤
中
঱
の

ॏ
ಞ
化
に
よ
る
ࢮ
๢
ࡂ

֐
を
๷
止
す
る
た
め
、

早
期
発
見
の
た
め
の
体

੍
整
備
や
実
施
手
ॱ
の
࡞

੒
、関
܎
࡞
業
者
へ
の
周
知
、

③
౶
೘
病
や
高
݂
ѹ
঱
な
ど

೤
中
঱
の
発
঱
に
影
響
を
ٴ

ڭ
ҭ
の
実
施
を
通
じ

て
、
労
ࡂ
๷
止
に
౒

め
て
い
く
。
引
き
続

き
、
労
ࡂ
๷
止
に
向

け
た
一
૚
の
ڠ
力
を
お
ئ
い

し
た
い
」と
ݺ
ͼ
か
け
た
。

今
年
౓
事
業
ܭ
ը
で
は
、

次
の
̑
項
目
を
ॏ
点
に
労
ࡂ

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
ٕ

能
ߨ
श
に
つ
い
て
は
、
ߨ
श

回
数
は
લ
年
౓
ฒ
み
だ
っ
た

も
の
の
、
受
ߨ
者
数
の
大
෯

な
ݮ
少
を
踏
ま
え
、
開
࠵
の

ޮ
率
化
を
ਤ
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
後
、
໾
員
・
代
ٞ
員

に
つ
い
て
、̔
・
̕
年
౓
の

常
೚
理
事
・
理
事
・
監
事
を

ঝ
認
。
ձ
長
・
෭
ձ
長
に
つ

い
て
は
、
東
ト
ڠ
の
ձ
長
・

෭
ձ
長
が
ब
೚
す
る
と
報
告

し
た
。

૯
ձ
に
は
、
དྷ
ෂ
と
し
て

東
ژ
労
働
局
労
働
基
準
部
の

三
Ӝ
ྰ
҆
全
課
長
と
、
東
ژ

運
輸
支
局
の
উ
家
省
࢘
支
局

長
が
出
੮
し
、
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ

た
。

ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
࣬
病
を

有
す
る
労
働
者
へ
の
配
慮
Ổ

Ổ
を
ڍ
げ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
で
は
̕
月
末

ま
で「
̨
̩
̤
̥
ʂ
೤
中
঱

ク
ー
ル
ϫ
ー
ク
Ω
Ỿ
ン
ϖ
ー

ン
」
を
展
開
し
、
職
場
に
お

け
る
೤
中
঱
༧
๷
対
ࡦ

の
ప
底
を
ਤ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
改
正
労
働
҆

全
Ӵ
生
規
ଇ
で
は
、
̬

Ｂ
̜
̩
஋
��
ˆ
以
上
ま

た
は
気
Թ
�1
ˆ
以
上
の

؀
ڥ
下
で
、
連
続
１
時

間
以
上
、
ま
た
は
１
日

̐
時
間
を
௒
え
て
実
施

が
見
込
ま
れ
る
࡞
業
を

対
象
に
、
೤
中
঱
の
ॏ

ಞ
化
๷
止
措
置
の
実
施

を
ٛ
務
付
け
て
い
る
。

夏
場
の
ト
ラ
ッ
ク
の
ՙ
໾
࡞

業（
積
み
込
み
・
ՙ
߱
ろ
し
）

や
、
Τ
ア
コ
ン
が
停
止
し
た

૔
ݿ
内
・
ं
内
࡞
業
な
ど
も

対
象
に
含

ま
れ
る
た

め
、
東
ト

ڠ
で
は
、

改
正
規
ଇ
へ
の
対
応
と
し
て

事
業
者
に
対
し
、
ᾇ
早
期
発

見
の
報
告
体
੍
整
備
、
ᾈ
ۓ

急
措
置
手
ॱ
の
࡞
੒
、
ᾉ
関

܎
࡞
業
者
へ
の
周
知
ప
底
Ổ

Ổ
を
求
め
た
。

特
に
ᾉ
に
つ
い
て
は
、
લ

記
で
定
め
た
体
੍
や
ۓ
急
措

置
手
ॱ
を
ே
ྱ
や
点
ݺ
、
ܝ

示
な
ど
を
通
じ
、
現
場
の
全

ド
ラ
イ
バ
ー
や
࡞
業
員
へ
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、

「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う

࡞
業
員
が
１
ਓ
で
も
い
る

と
、
事
業
者
の
周
知
ٛ
務
違

反
と
な
る
た
め
注
意
を
ݺ
ͼ

か
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
運
送
業
に
お
け

る
具
体
的
な
対
ࡦ
例
と
し

て
、「
運
行
中
や
ՙ
໾
࡞
業

時
の
適
੾
な
休
ܜ
時
間
の
確

保
」「
ं
内
֎
の
急
激
な
Թ
౓

変
化
の
ܰ
ݮ
」「
点
ݺ
時
の
体

調
確
認
の
ప
底
」
な
ど
を
ڍ

げ
た
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
ڠ
̝
̥
を

ࢀ
照
。

཮
上
貨
物
運
送

事
業
労
働
ࡂ
֐
๷

止
ڠ
ձ
東
ژ
౎
支

部
ձ（
ձ
長
・
水

໺
功
東
ژ
౎
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
ձ
ձ
長
）

は
６
月
��
日
、
東

ト
૯
合
ձ
ؗ
で
ྩ

࿨
̔
年
౓（
第
��

回
）通
常
૯
ձ（
代
ٞ
員
ձ
）

を
開
࠵
し
、̓
年
౓
事
業
報

告
・
収
支
決
ࢉ
と
̔
年
౓
事

業
ܭ
ը
・
収
支
༧
ࢉ
な
ど
を

৹
ٞ
・
ঝ
認
し
た
ほ
か
、
໾

員
・
代
ٞ
員
の
બ
೚
を
ঝ
認

し
た
。

๯
಄
、
水
໺
ձ
長
は「
཮

運
業
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

๷
止
׆
動
を
展
開
す
る
。

①
཮
ࡂ
๷
が
ࡦ
定
し
た

「
཮
上
貨
物
運
送
事
業
労
働

ࡂ
֐
๷
止
ܭ
ը
」（
̑
Ỗ
̕
年

౓
）を
基
本
に
、
҆
全
Ӵ
生

؅
理
体
੍
の
確
ཱ
を
ਤ
る
と

と
も
に
、
҆
全
Ӵ
生
水
準
の

向
上
に
向
け
た
取
り
૊
み
と

҆
全
Ӵ
生
׆
動
の
ޮ
果
的
な

推
進
を
ਤ
る

②
改
正
労
働
҆
全
Ӵ
生
関

܎
法
ྩ
や「
ՙ
໾
࡞
業
҆
全

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
周
知
に

౒
め
、
ՙ
໾
運
ൖ
࡞
業
に
お

け
る
௢
མ
・
転
མ
、
は
さ
ま

れ
・
ר
き
込
ま
れ
、
ඈ
དྷ
・

མ
下
お
よ
ͼ
ՙ
໾
運
ൖ
機
ց

に
よ
る
ࡂ
֐
の
๷
止
を
ప
底

す
る

関
東
運
輸
局
は
６
月
��

日
、
横
඿
ࢢ
開
ߓ
記
೦
ձ
ؗ

で
ྩ
࿨
̔
年（
第
��
回
）「
཮

運
ٴ
ͼ
観
ޫ
関
܎
功
労
者
表

জ
ࣜ
」
を
開
࠵
し
た
。
今
年

は
̓
部
໳
合
ܭ
で
功
労
者
��

ਓ
を
表
জ
。
౻
ా
ྱ
子
局
長

が
各
部
໳
代
表
者
に
対
し
、

表
জ
状
を
त
与
し
た
。

東
ژ
౎
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
関

ք
発
展
へ
の
ߩ
ݙ
を
期
待
す

る
」と
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

ࣜ
య
に
は
དྷ
ෂ
と
し
て
、

ਆ
ಸ
઒
ݝ
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ
の

東
ւ
ྛ
ݑ
඙
ձ
長
ら
関
܎
ஂ

体
代
表
が
出
੮
し
、
関
東
మ

ಓ
ڠ
ձ
の
水
上
ल
ത
෭
ձ

長
、
東
ژ
バ
ス
ڠ
ձ
の
ݹ
઒

୎
ձ
長
が
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

東
ト
ڠ
関
܎
者
の
受
賞
者

は
次
の
通
り（
ܟ
শ
ུ
、
カ

ッ
コ
内
は
ձ
社
名・支
部
名
）。

౉
部
හ
広（
ژ
ڮ
運
送
・

中
ԝ
）
˜
大
ӽ
み
ゆ
き（
ϊ

バ
・
Τ
Ω
ス
プ
レ
ス
・
ߓ
）

˜
໦
原
昇
（࣏
相
ޓ
ࠝ
แ
運

送
・
࿅
അ
）̃
൧
ా
म
一（
大

৺
運
輸
・
࿅
അ
）
˜
∁
ڮ
ܓ

一
࿠（
ࢁ
豊
運
輸
・
ਂ
઒
）

˜
中
島
੓
（࣏
ๅ
運
送
店
・

ᷤ
০
）
˜
ُ
ా
߁
一（
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ἀ

ン
・
ଟ
ຎ
）̃
ּ
原
࢙
）ٱ
̣

̩
̨
ロ
ジ
・
ଟ
ຎ
）

܎
で
は
ト
ラ
ッ

ク
部
໳
で
̔
ਓ

が
受
賞
し
、
受

賞
者
を
代
表
し

て
ּ
原
࢙
ٱ
氏（
ଟ
ຎ
支
部
）

が
表
জ
状
を
受
ྖ
し
た
。

౻
ా
局
長
は
、
受
賞
者
の

ӫ
༪
を
た
た
え
た
上
で
、
中

東
情
勢
に
よ
る
೩
料
価
格
高

ಅ
な
ど
の
ݫ
し
い
事
業
؀
ڥ

に
ݴ
ٴ
。
物
ྲྀ
の
２
̌
２
̐

年
問
題
や
担
い
手
確
保
な

ど
の
課
題
ղ
決
に
向
け
、
関

܎
ஂ
体
と
連
ܞ
し
て
取
り
૊

に
施
行
さ
れ
る
改
正
労

働
҆
全
Ӵ
生
法
へ
の
対

応
も
必
要
と
な
る
」
と

ड़
べ
た
。
ま
た
、「
౎

内
の
཮
運
業
の
労
働
ࡂ

֐
は
、
ࢮ
๢
者
数
・
ࢮ

ই
者
数
と
も
લ
年
を
下

回
り
、
ݮ
少
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
、
ࢮ
ই
ࡂ

֐
で
は
約
̓
割
を
ՙ
໾

運
ൖ
࡞
業
時
が
઎
め
て

い
る
た
め
、
ՙ
໾
࡞
業

҆
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

周
知
ప
底
や
҆
全
Ӵ
生

Ή
考
え
を
示
し

た
。
ま
た
、「
҆

全
・
҆
৺
の
確

保
は
運
送
事
業

者
の
最
大
の
࢖

໋
」
と
し
て
、

引
き
続
き
事
故

๷
止
の
ప
底
を

求
め
る
と
と
も

に
、「
今
後
の

後
進
ҭ
੒
と
業

東ト協関係８氏に栄誉

҆
શ
Ӵ
ੜ
ਫ
४
の
޲
্
΁

׆
ಈ
ͷ
ޮ
Ռ
త
ͳ
ਪ
ਐ
ਤ
Δ
̔ ೥ ౓
通ৗ૯ձ

೤த঱ରࡦపఈを要੥

౦࿑局初
期
症
状
の
放
置
・
対
応

の
遅
れ
が
重
篤
化
へ

　
　

陸
運
関
係
功
労
者
表
彰

̔
೥

関
౦
運
༌
ہ
௕

཮ࡂ๷ ౦ژ౎ࢧ෦ձ
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

株式会社 輸送文研社〈柏林書房〉
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

自動車六法
定価  7,700 円（税込）

定価  2,970 円（税込）

令和８年版
（７月刊行）

【貨物編】

【 過去の問題 100 問 ＋ 模擬問題 30 問 】

運行管理者試験テキスト

こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
。

な
お
、
૯
ձ
で
は
国
交
省

の
Ԭ
໺
ま
さ
子
大
ਉ
׭
๪
૯

ׅ
৹
ٞ
׭
、
౉
ᬑ
ྑ
一
ಓ
࿏

局
高
଎
ಓ
࿏
課
長
が
དྷ
ෂ
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
ほ
か
、
指

ా
ప
物
ྲྀ
・
ࣗ
動
ं
局
貨
物

ྲྀ
通
事
業
課
長
を
は
じ
め
、

ଟ
く
の
དྷ
ෂ
が
出
੮
し
た
。

ट
౎
高
଎
ಓ
࿏
は
、
̚
̩

̘
ઐ
用
化
工
事
に
伴
い
通
行

止
め
と
な
っ
て
い
る
̐
号
新

॓
ઢ（
上
り
・
下
り
）
֎
ԓ

入
口
を
̓
月
1�
日
ޕ

લ
１
時
か
ら
、
１
号

Ӌ
ా
ઢ（
上
り
）
Ӌ

ా
入
口
を
̓
月
1�
日

ޕ
લ
１
時
か
ら
̚
̩

̘
ઐ
用
入
口
と
し
て

運
用
を
開
࢝
す
る
。

国
土
交
通
省
と
経

ࡁ
࢈
業
省
は
、
ྩ
࿨

̔
年
౓
物
ྲྀ
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
༏
ྑ
事

業
者
表
জ
の
応
ื
を

受
け
付
け
て
い
る
。

ื
集
期
限
は
̔
月
1�

日
ま
で
。

応
ื
対
象
は
、
ՙ

主
・
物
ྲྀ
事
業
者
な

ど
ෳ
数
の
事
業
者
・

ஂ
体
が
連
ܞ
し
、
物
ྲྀ
改
善

を
通
じ
て
̘
̤
２
ഉ
出
量
࡟

ݮ
な
ど
の
؀
ڥ
ෛ
ՙ
௿
ݮ

や
、
物
ྲྀ
̙
̭
・
物
ྲྀ
標
準

化
の
推
進
な
ど
に
よ
る
࣋
続

可
能
な
物
ྲྀ
体
ܥ
の
構
ங
を

実
現
し
た
取
り
૊
み
を
行
っ

た
事
業
者
。
応
ื
方
法
は
、

ॴ
定
の
ਃ
੥
書
な
ど
を
࡞
੒

し
、メ
ー
ル
で
ఏ
出
す
る
。

表
জ
は
、
国
土
交
通
大
ਉ

表
জ
と
経
ࡁ
࢈
業
大
ਉ
表
জ

に
よ
る「
大
賞
」の
ほ
か
、「
༏

ल
賞（
局
長
級
表
জ
）」、
特

関
東
運
輸
局
は
こ
の
ほ

ど
、
؅
内
の「
ྩ
࿨
̓
年
౓

貨
物
ࣗ
動
ं
運
送
事
業
の
行

੓
ॲ
෼
等
の
֓
要
」
を
公
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
行

੓
ॲ
෼
等
の
૯
件

数
は
２
̌
̓
件
で

લ
年
౓
と
同
数
だ

っ
た
。
一
方
、
ॲ

෼
の
ॏ
さ
を
示
す

ं
྆
࢖
用
停
止
の

Ԇ
べ
࢖
用
停
止
日

ं
数
は
１
万
３
３

̓
̓
日
と
な
り
、

લ
年
౓
ൺ
1�
・
２

％
増
加
し
た
。

監
査
実
施
件
数
は
̐
̌
̔

件
で
、
લ
年
౓
の
̐
̐
̐
件

か
ら
̔
・
１
％
ݮ
少
し
た
。

ॲ
෼
の
内
༁
は
ڐ
可
の
取
り

ফ
し
が
１
件
、
事
業
停
止
が

̕
件
、
ं
྆
࢖
用
停
止
が
１

６
̑
件
、
จ
書
ܯ
告
が
��
件

だ
っ
た
。

監
査
の
બ
定
理
由
で
は
、

過
ڈ
の
指
ಋ
に
対
す
る
改
善

状
況
を
確
認
す
る「
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
」
が
１
６
̕
件
で

最
ଟ
を
઎
め
た
。こ
の
ほ
か
、

ۤ
情
・
法
ྩ
違
反
の
ٙ
ٛ
等

が
��
件
、
適
正
化
実
施
機
関

に
よ
る
も
の
が
�0
件
、
ॏ
大

事
故（
第
一
当
事
者
）が
�0

件
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

行
੓
ॲ
෼
等
に
܎
る
違
反

事
項
で
は
、「
輸
送
の
҆
全

確
保
関
܎
」
が
１
３
̔
̌
件

と
最
も
ଟ
く
、
内
༁
は「
指

ಋ
監
督
」
が
̐
１
̔
件
で
最

ଟ
と
な
っ
た
。
こ
れ
に「
点

ݺ
」２
̑
̕
件
、「
過
労
๷
止

等
」２
̑
６
件
、「
定
期
点
検
」

１
２
̐
件
、「
業
務
記
࿥
」１

̌
̌
件
な
ど
が
続
き
、
҆
全

؅
理
体
੍
の
ప
底
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

ま
た
、「
ڐ
認
可（
事
業
ܭ

ը
）
等
関
܎
」
で
は
、「
事
業

ܭ
ը
認
可
事
項
」
が
��
件
、

「
報
告
ٛ
務
」
が
��
件
、「
事

業
ܭ
ը
ಧ
出
事
項
」
が
�0
件

公
正
取
引
ҕ
員
ձ
は
６
月

��
日
、「
ྩ
࿨
̓
年
౓
に
お

け
る
ՙ
主
と
物
ྲྀ
事
業
者
と

の
取
引
に
関
す
る
調
査
結

果
」
を
公
表
し
た
。
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
独
઎
禁
止
法

上
の
問
題
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
ҝ
が
確
認
さ
れ

た
ՙ
主
̓
̓
̕
社
に
対
し
、

具
体
的
な
ݒ

೦
事
項
を
示

し
た
注
意
ש

ى
จ
書
を
送

付
し
た
。

同
調
査

は
、
ՙ
主
３

万
社
、
物
ྲྀ

事
業
者
̐
万

社
を
対
象
に

ア
ン
έ
ー
ト

を
実
施
し
た
も
の
。
回
౴
は

ՙ
主
１
万
̐
̔
̑
̑
社
、
物

ྲྀ
事
業
者
１
万
１
２
２
̓
社

か
ら
د
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、

労
務
費
や
Τ
ネ
ル
Ϊ
ー
コ
ス

ト
な
ど
の
上
昇
෼
に
つ
い

て
、
価
格
転
嫁
に
向
け
た
ڠ

ٞ
を
行
わ
ず
、
取
引
価
格
を

ਾ
え
置
く
行
ҝ
な
ど
が
ٙ
わ

れ
る
ՙ
主
１
̌
̑
社
に
ཱ
入

調
査
を
実
施
し
た
。

注
意
ש
ى
จ
書
の
送
付
先

を
業
種
ผ（
大
෼
ྨ
）で
み

る
と
、
੡
଄
業
が
̐
２
２
社

（
��
・
２
％
）で
最
ଟ
。
Է

売
・
小
売
業
が
２
２
̑
社

（
��
・
̕
％
）、
そ
の
ଞ
が
１

３
２
社（
1�・̕
％
）だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
中
෼
ྨ
で
は「
建

ங
ࡐ
料
、
߭
物
・
金
ଐ
ࡐ
料

等
Է
売
業
」
が
��
社
で
最
も

ଟ
く
、「
৯
料
品
੡
଄
業
」��

社
、「
ҿ
৯
料
品
Է
売
業
」�0

社
、「
ڠ
同
૊
合
」�0
૊
合
が

続
い
た
。

問
題
と
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
ҝ
を
ྨ
型
ผ
に
み
る

と
、「
不
当
な
給
付
内
容
の

変
更
ٴ
ͼ
や
り
直
し
」
が
̐

̌
６
件
で
全
体
の
��
・
６
％

を
઎
め
た
。
こ
の
う
ち
、
ՙ

待
ち
に
関
す
る
も
の
が
２
̓

̕
件
に
上
り
、
次
い
で「
代

金
の
支
払
஗
Ԇ
」
が
２
̐
̌

件
、「
ങ
い
た
た
き
」が
１
６

̌
件
の
ॱ
だ
っ
た
。

主
な
事
例
で
は
、
੡
଄
工

ఔ
の
஗
れ
な
ど
に
よ
り
、
物

ྲྀ
事
業
者
に
数
時
間
の
ՙ
待

ち
を
さ
せ
な
が
ら
、
追
加
費

用
の
ࢉ
定
方
法
を
定
め
て
お

ら
ず
、
ਓ
件
費
な
ど
の
追
加

費
用
を
支
払
っ
て
い
な
か
っ

た
έ
ー
ス
や
、
労
務
費
な
ど

の
コ
ス
ト
上
昇
を
認
ࣝ
し
な

が
ら
、
物
ྲྀ
事
業
者
か
ら
運

賃
引
き
上
げ
の
要
੥
が
な
か

っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
ڠ
ٞ

の
場
を
設
け
ず
運
賃
を
ਾ
え

置
い
て
い
た
事
例
が
ڍ
げ
ら

れ
た
。

公
取
ҕ
は
、
中
小
企
業
ி

や
国
土
交
通
省
と
の
連
ܞ
を

ڧ
化
し
、
中
小
受
託
取
引
適

正
化
法（
取
適
法
）や
貨
物

ࣗ
動
ं
運
送
事
業
法
も
׆
用

し
な
が
ら
物
ྲྀ
業
ք
の
取
引

適
正
化
を
進
め
て
い
く
。

̕
年
̐
月
に
は
改
正
物
ྲྀ

特
घ
指
定
が
施
行
さ
れ
、
ண

ՙ
主
に
よ
る
契
約
֎
の
ՙ
待

ち
な
ど
も
新
た
に
規
੍
対
象

と
な
る
こ
と
か
ら
、
α
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
適
正

な
取
引
׳
行
の
定
ண
を
目
指

す
方
਑
だ
。

定
の
৹
査

項
目
で
ಥ

出
し
た
功
੷
や
際
ཱ
っ
た
特

৭
が
認
め
ら
れ
る
取
り
૊
み

に
対
し
て「
ά
リ
ー
ン
物
ྲྀ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ձ
ٞ
特

ผ
賞
」が
ଃ
ら
れ
る
。

受
賞
者
は
1�
月
開
࠵
༧
定

の
ά
リ
ー
ン
物
ྲྀ
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
ձ
ٞ
で
表
জ
さ

れ
、
取
り
૊
み
内
容
を
発
表

す
る
こ
と
が
લ
ఏ
。

ৄ
ࡉ
は
、
ά
リ
ー
ン
物
ྲྀ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
照
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
国
交

省
物
ྲྀ
・
ࣗ
動
ं
局
物
ྲྀ
੓

ࡦ
課（
ὸ
0�
・
̑
２
̑
３
・

̔
̓
̕
̕
）

Ҋ
通
り
ঝ
認
し
た
。

ࣉ
Ԭ
ձ
長
は
૯
ձ
の
あ
い

さ
つ
で
、「
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
ೋ
法
は
、
あ
と
２
年
ほ
ど

で
全
面
施
行
の
時
を
迎
え

る
。
こ
れ
に
੝
り
込
ま
れ
て

い
る
ڐ
可
更
新
੍
౓
と
適
正

原
価
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

ք
の
適
正
化
に
向
け
た
本
ؙ

中
の
本
ؙ
で
あ
り
、
今
後
の

業
ք
の
明
暗
を
෼
け
る
も

の
」
と
し
、「
全
ト
ڠ
で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法
対
ࡦ

ҕ
員
ձ
を
ཱ
ち
上
げ
、
国
土

交
通
省
と
と
も
に
ٞ
࿦
を
進

め
て
き
た
が
、̓
月
か
ら
は

適
正
原
価
設
定
の
有
ࣝ
者
検

౼
ձ
や
物
ྲྀ
੓
ࡦ
推
進
関
܎

者
ձ
ٞ
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

こ
れ
ら
の
ձ
ٞ
に
積
ۃ
的
に

ࢀ
ը
し
、
業
ք
の
݈
全
な
発

展
に
つ
な
が
る
適
正
原
価
を

構
ங
し
て
い
き
た
い
」
と
力

ڧ
く
ड़
べ
た
。

ま
た
、
૯
ձ
で
は
、
運
輸

事
業
振
ڵ
ॿ
੒
交
付
金
੍

౓
、交
通
事
故
๷
止
の
ప
底
、

第
�1
回「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
大
ձ
」
の
開
࠵
֓

要
お
よ
ͼ
次
年
౓
開
࠵
ϒ
ロ

ッ
ク（
Ҋ
）、̔
年
౓
主
要
ձ

ٞ
・
行
事
開
࠵
日
ఔ
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

事
業
者
大
ձ
は
、
10
月
1�

日
に
広
島
ݝ
福
ࢁ
ࢢ
の「
;

く
や
ま
ܳ
ज़
จ
化
ホ
ー
ル

リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ζ
」（
大
ձ
・

ձ
ٞ
）と「
福
ࢁ
ニ
ュ
ー
Ω

Ỿ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
」（
࠙
਌

ձ
）で
開
࠵
す
る
。

交
通
事
故
๷
止
の
ప
底
で

は
、全
ト
ڠ
が
ࡦ
定
し
た「
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
૯
合

҆
全
プ
ラ
ン
２
̌
３
̌
」
に

基
づ
く
、
ҿ
ञ
運
転
事
故
件

数
θ
ロ
な
ど
の
数
஋
目
標
の

ୡ
੒
に
向
け
、
ձ
員
事
業
者

に
一
૚
の
取
り
૊
み
を
要
੥

し
た
。
こ
れ
は
、
今
年
３
月

と
６
月
に
Ӧ
業
用
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
、
社
ձ
的
影
響
の
大

き
い
ॏ
大
事
故
が
発
生
し
た

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
ձ

（
ࣉ
Ԭ
༸
一
ձ
長
）は
６
月

��
日
、
ߓ
区
の
第
一
ホ
テ
ル

東
ژ
で
第
１
̌
３
回
通
常
૯

ձ
な
ら
ͼ
に
第
２
１
６
回
理

事
ձ
を
開
࠵
し
た
。

ٞ
事
で
は
、
ྩ
࿨
̓
年
౓

事
業
報
告
書
に
つ
い
て
報
告

す
る
と
と
も
に
、̓
年
౓
ܭ

ࢉ
書
ྨ
や
定
׺
の
変
更
、
理

事
の
બ
೚
・
退
೚
な
ど
の
各

ٞ
Ҋ
に
つ
い
て
৹
ٞ
し
、
原

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
事
業

運
Ӧ
に
関
わ
る
事
務
手
続
き

面
で
の
適
੾
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。

東
ژ
౎
؀
ڥ
局
は
̓
月
��

日
ま
で
、「
௿
公
֐
・
௿
೩

費
ं
の
ಋ
入
ٛ
務
੍
౓
」
の

改
正
Ҋ
に
関
す

る
意
見
を
ื
集

し
て
い
る
。

主
な
改
正
ポ

イ
ン
ト
は
、①
特
定
௿
公
・֐

௿
೩
費
ं
の
ಋ
入
ٛ
務
割
合

の
引
き
上
げ
、
②
৐
用
ं
を

Ổ
Ổ
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
主
な
検
౼
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
①
̚
̫
・
̛
̘

̫
な
ど
の
ಋ
入
に

当
た
っ
て
の
課

題
、②
充
電
設
備・

水
ૉ
供
給
設
備
に

関
す
る
課
題
、
③
ं
྆
価
格

対
象
と
し
た
ඇ
ガ
ι
リ
ン
ं

（
̚
̫
・
̛
̘
̫
・
̥
̝
̫

な
ど
）の
ಋ
入
目
標
の
引
き

上
げ
、
③
２
̌
３
̌
年
代
を

見
ਾ
え
た
̚
̫
・
̛
̘
̫
な

ど
へ
の
転
換
の
一
૚
の
促
進

や
ิ
ॿ
੍
౓
に
関
す
る
課

題
、
④
長
ڑ
離
輸
送
・
ॏ
量

物
輸
送
に
お
け
る
ݒ
೦
、
⑤

੍
౓
運
用
上
、
配
慮
が
必
要

と
ࢥ
わ
れ
る
点
Ổ
Ổ
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
て
い
る
。

意
見
は
̬
̴
̱
ま
た
は
༣

送
で
受
け
付
け
る
。
ৄ
ࡉ
は

౎
؀
ڥ
局
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
照
。

ࢯԬࣉ

荷
主
７
７
９
社
に
注
意
喚
起

荷
待
ち
関
連
最
多
２
７
９
件

公
取
委
荷主と物流事業者との
取引に関する調査結果

提出議案を原案通り承認
適正原価の構築へ行動を

指
導
監
督
・
点
呼
で
不
備
目
立
つ

安
全
確
保
関
係
違
反
１
３
８
０
件

行政処分等の概要関運局

国交省
経産省物流パートナーシップ

持
続
可
能
な
物
流
構
築
へ

締
め
切
り
７
月
24
日
ま
で

通
常
総
会

全
ト
協

第
１
０
３
回

義
務
制
度
改
正
パ
ブ
コ
メ
募
集

低
公
害
・
低
燃
費
車
の
導
入

都環境局

外苑（上下）・羽田（上） Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用

入
口
運
用
開
始
首都高
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依
然
、
中
東

情
勢
か
ら
目
を

離
せ
な
い
状
況

が
続
く
中
で
、

今
年
も
半
年
が

経
過
し
た
。
そ
の
影
響
が

各
方
面
で
顕
在
化
し
、
気

に
な
る
の
は
今
後
の
景
気

動
向
だ
◆
日
銀
短
観
（
６

月
調
査
）
に
よ
れ
ば
、
大

企
業
の
景
況
は
改
善
と
の

結
果
だ
が
、
問
題
は
先
行

き
の
指
標
。
大
企
業
、
中

小
企
業
と
も
悪
化
に
転
じ

る
見
通
し
。
物
価
高
の
進

行
が
主
な
要
因
と
い
う
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
景
況

指
標
は
既
に
悪
化
傾
向
に

あ
る
が
、
景
気
の
下
振
れ

で
輸
送
需
要
の
停
滞
が
続

く
お
そ
れ
が
あ
る
◆
加
え

て
、
気
が
か
り
は
運
賃
・

料
金
水
準
の
動
向
。
一
般

貨
物
の
指
標
は
引
き
続
き

プ
ラ
ス
水
準
だ
が
、
そ
の

水
準
を
下
げ
つ
つ
あ
る
。

運
送
費
の
増
加
で
転
嫁
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

り
、
少
し
は
底
上
げ
さ
れ

て
き
た
が
、
そ
れ
も
こ
の

と
こ
ろ
足
踏
み
状
態
の
よ

う
だ
◆
価
格
交
渉
促
進
月

間
（
３
月
）
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
調
査
に
よ
る
と
、
全

体
の
転
嫁
率
は
１
％
弱
の

上
昇
に
す
ぎ
ず
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
は
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
況
。
依
然
、
転
嫁
率

は
全
体
平
均
を
大
き
く
下

回
る
水
準
に
あ
る
◆
こ
う

し
た
状
況
を
打
開
す
る
上

で
期
待
さ
れ
る
の
が
、
国

土
交
通
省
に
よ
る
「
適
正

原
価
」
の
告
示
。
収
受
し

て
然
る
べ
き
水
準
を
示
す

も
の
で
、
早
期
の
告
示
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

by 冴戒 椎也
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ルールに従ってリストにある言葉
を盤面から探してください。全部
探しても盤面に残る文字がいくつ
かあるので、それらを上から順に
読んでできる言葉は何でしょう？

ウキワ（浮き輪）
シャツ
ビーチボール
ウミビラキ（海開き）
スイカワリ（すいか割り）
フラッグ
カイスイヨク（海水浴）
スナアソビ（砂遊び）
ボウシ（帽子）
カキゴオリ（かき氷）
ドライブ
ミズギ（水着）
キガエ（着替え）

ナギサ（渚）
ミズデッポウ（水鉄砲）
コウイシツ（更衣室）
ネツチュウショウ（熱中症）
モウショ（猛暑）
サングラス
パラソル
ヤキソバ（焼きそば）
シーサイド
ハンモック
ライフセーバー
シガイセン（紫外線）
ビーチサンダル

リスト

シークワーズ

カイスイヨクツモンハ
キウイボウシキツーウ
ゴウカキドガウバヤヨ
オポワルエイーモキシ
リツリミダセサラソウ
スデシブフンビーバユ
ナズパイグミサノシチ
アミララウツズチナツ
ソイスドソコラギーネ
ビーチボールサフエビ

・�リストの言葉を、タテ・ヨコ・ナナメのいずれ
か一直線に探してください。下から上、右から
左に探すこともあります。
・�途中で曲がったり、他の文字を飛び越しては
いけません。
・同じ文字を複数の言葉で使うことがあります。

［
ル
ー
ル
］

［
例
題
］ ※�例題では文字

は残りません。

ネツキ
コヌカ
タブイ

ネツキ
コヌカ
タブイ

ネ キネ キネネ キネツキキキキキ

タタタ
ヌヌ
キキ

コ
タタタタタタタブタタタタタタタタタタブ

カ
イ
カ
イイイ

ネネネネ
コ
ネネネネネ
コヌヌヌ
ブイイイイイイイ
ヌ

イカ イヌ キツネ タコ タヌキ ネコ ブタリスト

こ
こ
は
、
豊
島
区
東
池
袋
。
近
年
、

池
袋
周
辺
は「
家
電
の
街
」
と
し
て
あ

ら
た
め
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。「
電

気
街
」と
し
て
名
を
は
せ
た
秋
葉
原
の

独
壇
場
だ
っ
た
時
代
も
、今
は
昔
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

池
袋
は
も
と
も
と
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
の

お
膝
元
で
、駅
周
辺
に
は
本
店
を
は
じ

め
と
す
る
大
型
店
舗
が
集
ま
り
、家
電

量
販
店
の
街
と
し
て
発
展
し
て
き

た
。
そ
の
後
、
ヤ
マ
ダ
電
機
も「
Ｌ

Ａ
Ｂ
Ｉ
池
袋
本
店
」
を
旗
艦

店
と
し
て
構
え
、
ビ
ッ
ク
カ

メ
ラ
と
の
価
格
競
争
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る「
家
電
激
戦
区
」

の
様
相
を
呈
し
た
。

そ
し
て
昨
今
、「
第
２
次
家

電
戦
争
」
と
も
い
わ
れ
る
新
た

池袋が家電の街へ

な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
そ

の
最
大
の
話
題
が
、「
ヨ
ド
バ

シ
カ
メ
ラ
」
の
進
出
だ
。
先
月

末
、
西
武
池
袋
本
店
の
建
物
内

に「
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
池
袋
」（
写
真
）が
オ

ー
プ
ン
。
売
り
場
面
積
は
約
１

万
坪
と
、関
東
最
大
級
を
誇
り
、

駅
東
口
に
直
結
す
る
巨
大
店
舗

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ヤ
マ
ダ
電
機

は
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｉ
池
袋
本
店
を
大
規

模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
品
ぞ
ろ

え
を
さ
ら
に
充
実
。
ビ
ッ
ク
カ

メ
ラ
も
既
存
店
舗
を
改
装
す
る

な
ど
対
抗
し
て
い
る
。
そ
の
様

子
は「
第
２
次
家
電
量
販
店
戦
争
」、「
日

本
一
の
家
電
激
戦
区
」と
メ
デ
ィ
ア
で

報
じ
ら
れ
る
ほ
ど
だ
。

か
つ
て
、
池
袋
駅
周
辺
は「
怖
い
・

汚
い
・
暗
い
」と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
も

あ
っ
た
が
、駅
周
辺
の
再
開
発
に
加
え
、

百
貨
店
や
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、

ホ
テ
ル
な
ど
の
整
備
が
進
み
、
体
験
・

滞
在
型
の
街
へ
と
大
き
く
変
貌
し
た
。

そ
こ
へ
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
、ビ
ッ
ク
カ

メ
ラ
、ヤ
マ
ダ
電
機
の
三
大
チ
ェ
ー
ン

が
集
積
し
た
こ
と

で
、
池
袋
は
今
や
秋

葉
原
に
匹
敵
す
る
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上

の
家
電
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
し
て
の
存
在
感
を

高
め
て
い
る
。
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ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

１
．
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

は
、次
の
３
点
で
す
。

⑴
雇
い
入
れ
時
の
労
働
条

件
明
示
事
項
の
追
加

⑵｢

同
一
労
働
同
一
賃
金

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

の
改
正

⑶
雇
用
管
理
の
改
善
等
に

関
す
る
措
置
の
内
容
の
変
更

２
．
改
正
の
内
容

⑴
雇
い
入
れ
時
の
労
働
条

件
明
示
事
項
の
追
加

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
際

の
労
働
条
件
明
示
事
項
と
し

て
、現
行
の
①
昇
給
の
有
無
、

②
退
職
手
当
の
有
無
、
③
賞

与
の
有
無
、
④
相
談
窓
口
に

加
え
、
新
た
に「
待
遇
の
相

違（
内
容
・
理
由
）
等
に
関

す
る
説
明
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
旨
」
の
明
示
が
必
要

と
な
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、

労
働
条
件
通
知
書
ま
た
は
雇

用
契
約
書
に
、
次
の
よ
う
に

記
載
し
ま
す
。

〈
労
働
条
件
通
知
書
の
記
載

例
〉次

の
窓
口
に
対
し
て
、
通

常
の
労
働
者
と
の
間
の
待
遇

の
相
違（
内
容
・
理
由
）な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

部
署
名

○
○
部
○
○
○
課

担
当
者
職
氏
名
課
長

○
○

○
○
（
連
絡
先
／

電
話
番
号
な
ど
）

な
お
、
こ
の
規
定
に
違
反

し
た
場
合
は
、
10
万
円
以
下

の
過
料
の
対
象
と
な
り
ま

す
。⑵「

同
一
労
働
同
一
賃
金

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
改
正

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
法
で
は
、
同
一
企
業

内
の
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
と
の

間
で
、基
本
給
や
各
種
手
当
、

福
利
厚
生
な
ど
に
不
合
理
な

待
遇
差
を
設
け
る
こ
と
を
禁

止
し
て
い
ま
す（
い
わ
ゆ
る

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」）。

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
ど
の
よ

う
な
待
遇
差
が
不
合
理
な
の

か
に
つ
い
て
、
考
え
方
や
具

体
例
な
ど
を
示
し
た
も
の
で

す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
次

の
内
容
が
新
た
に
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

①
賞
与
・
退
職
手
当
：
賞

与
・
退
職
手
当
に
は
、
労
務

の
対
価
の
後
払
い
や
功
労

報
償
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
目
的
が
当
て
は
ま
る
場
合

は
、
正
社
員
と
の
職
務
内
容

な
ど
の
違
い
に
応
じ
た
均
衡

の
取
れ
た
支
給
が
求
め
ら

れ
、
支
給
し
な
い
場
合
は
不

合
理
な
待
遇
差
と
認
め
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

②
無
事
故
手
当
：
正
社
員

と
業
務
内
容
が
同
一
の
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

者
に
は
、
正
社
員
と
同
一
の

無
事
故
手
当
を
支
給
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
家
族
手
当
：
労
働
契
約

の
更
新
を
繰
り
返
し
て
い
る

な
ど
、
相
応
に
継
続
的
な
勤

務
が
見
込
ま
れ
る
パ
ー
ト
タ

イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
に

は
、
正
社
員
と
同
一
の
家
族

手
当
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

④
住
宅
手
当
：
住
宅
手
当

が「
転
居
を
伴
う
配
置
転
換

の
有
無
に
応
じ
て
支
給
さ
れ

る
も
の
」
で
あ
る
場
合
、
正

社
員
と
同
一
の
転
居
を
伴
う

配
置
転
換
が
あ
る
パ
ー
ト
タ

イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
に

は
、
正
社
員
と
同
一
の
住
宅

手
当
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

⑤
福
利
厚
生
施
設
：
福
利

厚
生
施
設
の
料
金
や
割
引
率

な
ど
の
利
用
条
件
に
つ
い

て
、
不
合
理
な
待
遇
差
を
設

け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

⑥
病
気
休
職
：
正
社
員
に

病
気
休
職
期
間
中
の
給
与
保

障
を
行
う
場
合
は
、
継
続
的

な
勤
務
が
見
込
ま
れ
る
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

者
に
も
、
同
一
の
給
与
保
障

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑦
夏
季
・
冬
季
休
暇
：
パ

ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労

働
者
に
も
、
正
社
員
と
同
一

の
夏
季
・
冬
季
休
暇
を
付
与

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑧
褒
賞
：
褒
賞
が「
一
定

期
間
勤
続
し
た
労
働
者
に
付

与
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
る
場

合
、
正
社
員
と
同
一
の
期
間

勤
続
し
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
者
に
は
、
同

一
の
褒
賞
を
付
与
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
と
の

不
合
理
な
待
遇
差
を
見
直
す

際
は
、
正
社
員
の
労
働
条
件

を
引
き
下
げ
る
の
で
は
な

く
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
者
の
労
働
条
件
を

改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
正
社
員
と
定

年
後
継
続
雇
用
の
有
期
雇
用

労
働
者
と
の
待
遇
差
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
待
遇
の

性
質
や
目
的
に
照
ら
し
て
判

断
さ
れ
ま
す
。
定
年
後
継
続

雇
用
の
有
期
雇
用
労
働
者
で

あ
る
こ
と
だ
け
を
理
由
に
、

待
遇
差
が
直
ち
に
合
理
的
と

認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い

点
に
も
留
意
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
限
定
正
社
員
な

ど
の
無
期
雇
用
フ
ル
タ
イ
ム

労
働
者
は
、パ
ー
ト
タ
イ
ム・

有
期
雇
用
労
働
法
の
適
用
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
労

働
契
約
は
均
衡
を
考
慮
し
つ

つ
締
結
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
そ
の
際
に
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

⑶
雇
用
管
理
の
改
善
等
に

関
す
る
措
置
の
内
容
の
変
更

次
の
点
に
つ
い
て
、
留
意

ま
た
は
配
慮
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
者
に
も
職
業
能
力

開
発
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

②
公
正
な
評
価
に
基
づ
き

賃
金
を
決
定
す
る
こ
と

③
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
者
の
過
半
数
を
代

表
す
る
者
の
要
件
等
に
つ
い

て
留
意
す
る
こ
と

④
福
利
厚
生
施
設
の
利
用

に
関
す
る
便
宜
供
与
に
配
慮

す
る
こ
と

⑤
正
社
員
転
換
推
進
措
置

の
実
施
方
法
等
を
工
夫
す
る

こ
と⑥

待
遇
差
に
つ
い
て
の
説

明
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と

特
に
、
同
一
労
働
同
一
賃

金
へ
の
対
応
は
、
労
働
基
準

監
督
署
の
臨
検
調
査
で
も
確

認
さ
れ
る
事
項
で
す
。
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
契
約
社

員
、
定
年
再
雇
用
の
有
期
嘱

託
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
者
は
、
労
働
条
件
を
見

直
し
、
法
改
正
の
内
容
に
沿

っ
た
対
応
を
進
め
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者

に
関
す
る
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
ま
す

２
０
２
６
年
10
月
１
日
か
ら
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有

期
雇
用
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
進
め
る
た
め
、「
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
施
行
規
則
」「
同
一
労
働

同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関

す
る
措
置
に
関
す
る
指
針
」が
改
正
さ
れ
、パ
ー
ト
タ

イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
変
更
さ

れ
ま
す
。


